
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
九
十
三
号

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
同
法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
、
第
七
条
、
第
十
一
条
第
三
号
、
第
十
六
条
第
四
項
、
第
十

八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
九
条
並
び
に
附
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
認
定
職
業
訓
練
（
第
一
条―

第
九
条
）

第
二
章
　
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
（
第
十
条―

第
二
十
条
）

第
三
章
　
就
職
支
援
計
画
書
の
作
成
等
（
第
二
十
一
条―

第
二
十
四
条
）

第
四
章
　
雑
則
（
第
二
十
五
条―

第
二
十
九
条
）

附
則

第
一
章
　
認
定
職
業
訓
練

（
認
定
の
申
請
）

第
一
条
　
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
職
業
訓
練
の
認
定
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
職
業

訓
練
の
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
職
業
訓
練
の
開
始
時
期
に
応
じ
、
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
の
定
め
る
期
間
内
に
、
職
業
訓
練
認
定
申
請
書

（
様
式
第
一
号
）
に
厚
生
労
働
省
人
材
開
発
統
括
官
が
定
め
る
書
類
を
添
え
て
機
構
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
二
条
　
法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
訓
練
を
行
う
者
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
職
業
訓
練
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
職
業
訓
練
（
以
下
「
申
請
職
業
訓
練
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
申
請
職
業
訓
練
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
日
か
ら
遡
っ
て
三
年
間
に
お
い
て
、
当
該
申
請
職
業
訓
練
と
同
程
度
の
訓

練
期
間
及
び
訓
練
時
間
の
職
業
訓
練
を
適
切
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

ロ
　
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
者
が
過
去
に
申
請
職
業
訓
練
と
同
一
の
分
野
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
（
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
実
績
が

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

（１）
　
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
（
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
全
国
）
の
区
域
内
に
お
い
て
、
連
続
す
る
三
年
の

間
に
二
以
上
の
単
位
（
職
業
訓
練
を
行
う
一
単
位
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
っ
た
場
合
（
当
該
二
以
上
の
単
位
の
認
定
職
業
訓
練
が
終
了
し
た
日
が
連
続
す
る
三
年
の
間
に
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

に
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
の
受
講
を
修
了
し
た
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
求
職
者
等
（
以
下
「
修
了
者
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
認
定
職
業
訓
練
が
終
了
し
た
日
前
に
就
職
し
た
又
は
自
営
業
者
と
な
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て

当
該
認
定
職
業
訓
練
を
受
講
す
る
こ
と
を
取
り
や
め
た
者
（
以
下
「
就
職
理
由
退
校
者
」
と
い
う
。
）
（
以
下
「
修
了
者
等
」
と
い
う
。
）
の
就
職
率
（
修
了
者
等
の
う
ち
当
該
認
定
職
業
訓
練
が
終
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
三
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
と
な
っ
た
者
及
び
同
法
第
五
条
第
一

項
の
適
用
事
業
の
事
業
主
と
な
っ
た
者
（
当
該
認
定
職
業
訓
練
が
終
了
し
た
日
に
お
い
て
六
十
五
歳
以
上
の
者
を
除
く
。
）
の
数
の
合
計
数
が
、
修
了
者
（
当
該
認
定
職
業
訓
練
が
終
了
し
た
日
に
お
い
て
六
十
五
歳
以
上
の
者

及
び
専
ら
就
職
に
必
要
な
基
礎
的
な
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
（
以
下
「
基
礎
的
技
能
等
」
と
い
う
。
）
を
付
与
す
る
た
め
の
認
定
職
業
訓
練
（
以
下
「
基
礎
訓
練
」
と
い
う
。
）
の
修
了
者
の
う
ち
連
続
受
講
（
基
礎
訓

練
か
ら
基
礎
的
技
能
等
並
び
に
実
践
的
な
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
を
付
与
す
る
た
め
の
認
定
職
業
訓
練
（
以
下
「
実
践
訓
練
」
と
い
う
。
）
ま
で
又
は
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
の
行
う
職
業
訓
練
（
以
下
「
公
共
職
業

訓
練
」
と
い
う
。
）
ま
で
の
連
続
し
た
受
講
（
こ
れ
ら
の
連
続
し
た
受
講
に
つ
い
て
公
共
職
業
安
定
所
長
が
指
示
し
た
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
す
る
者
を
除
く
。
）
の
数
及
び
就
職
理
由
退
校
者
の
数
の
合

計
数
に
占
め
る
割
合
（
当
該
認
定
職
業
訓
練
が
終
了
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
っ
た
者
が
機
構
に
届
け
出
た
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
、
次
に
掲

げ
る
認
定
職
業
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
二
以
上
の
単
位
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
割
合
を
下
回
る
も
の
で
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
の
修
了
者
等
の
就
職
率
が
そ
れ
ぞ
れ

次
に
定
め
る
割
合
を
下
回
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（ｉ）
　
基
礎
訓
練
　
百
分
の
三
十

（ｉｉ）
　
実
践
訓
練
　
百
分
の
三
十
五

（２）
　
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
（
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
全
国
）
の
区
域
内
に
お
い
て
、
連
続
す
る
三
年
の

間
に
二
以
上
の
単
位
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
に
つ
い
て
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
の
修
了
者
等
の
就
職
率
が
、
（
１
）
の
（
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｉ
）
に
掲
げ
る
認
定
職
業
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
（
１
）
の
（
ｉ
）
及
び

（
ｉ
ｉ
）
に
定
め
る
割
合
を
下
回
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
日
以
後
に
、
再
び
（
１
）
の
（
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｉ
）
に
掲
げ
る
認
定
職
業
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
連
続
す
る
三
年
の
間
に
二

以
上
の
単
位
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
に
つ
い
て
、
（
１
）
の
（
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｉ
）
に
掲
げ
る
認
定
職
業
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
（
１
）
の
（
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｉ
）
に
定
め
る
割
合
を
下
回
る
も
の
で
な
い
こ
と
。
た

だ
し
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
の
修
了
者
等
の
就
職
率
が
再
び
そ
れ
ぞ
れ
（
１
）
の
（
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｉ
）
に
定
め
る
割
合
を
下
回
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

（３）
　
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
（
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
全
国
）
の
区
域
内
に
お
い
て
、
第
五
条
の
規
定
に

よ
り
機
構
に
提
出
す
る
当
該
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
就
職
状
況
報
告
書
に
お
け
る
当
該
認
定
職
業
訓
練
の
修
了
者
等
の
就
職
率
が
、
（
１
）
の
（
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｉ
）
に
掲
げ
る
認
定
職
業
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

（
１
）
の
（
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｉ
）
に
定
め
る
割
合
を
下
回
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
、
当
該
就
職
状
況
報
告
書
を
機
構
に
提
出
し
た
後
に
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
っ
た
同
一
の
都
道
府
県
（
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
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い
な
い
科
目
を
含
む
認
定
職
業
訓
練
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
全
国
）
の
区
域
内
に
お
い
て
機
構
に
対
し
当
該
認
定
職
業
訓
練
と
同
一
の
分
野
に
係
る
職
業
訓
練
の
認
定
の
申
請
を
す
る
際
、
就
職
率
の
改
善
に
関
す
る

計
画
を
提
出
し
た
こ
と
。

（４）
　
連
続
す
る
三
年
の
間
に
二
以
上
の
単
位
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
っ
た
場
合
（
当
該
二
以
上
の
単
位
の
認
定
職
業
訓
練
が
終
了
し
た
日
が
連
続
す
る
三
年
の
間
に
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
、
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
機
構

に
提
出
す
る
当
該
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
就
職
状
況
報
告
書
に
お
い
て
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
が
終
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
の
就
職
に
関
す
る
状
況
が
確
認
さ
れ
た
修
了
者
の
数
及

び
就
職
理
由
退
校
者
の
数
の
合
計
数
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
の
修
了
者
等
の
数
に
占
め
る
割
合
（
以
下
こ
の
（
４
）
に
お
い
て
「
回
収
率
」
と
い
う
。
）
が
、
二
以
上
の
単
位
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
に
つ
い
て
百
分
の
八
十
を

下
回
る
も
の
で
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
連
続
す
る
三
年
の
間
に
お
い
て
二
回
目
に
回
収
率
が
当
該
割
合
を
下
回
っ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
就
職
状
況
報
告
書
の
提
出
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

ハ
　
国
、
地
方
公
共
団
体
、
特
別
の
法
律
に
よ
り
特
別
の
設
立
行
為
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
法
人
（
そ
の
資
本
金
の
全
部
若
し
く
は
大
部
分
が
国
か
ら
の
出
資
に
よ
る
法
人
又
は
そ
の
事
業
の
運
営
の
た
め
に
必
要
な
経
費
の
主
た

る
財
源
を
国
か
ら
の
交
付
金
若
し
く
は
補
助
金
に
よ
っ
て
得
て
い
る
法
人
に
限
る
。
）
、
独
立
行
政
法
人
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
で
な
い
こ
と
。

ニ
　
申
請
職
業
訓
練
の
実
施
日
、
受
講
者
そ
の
他
の
申
請
職
業
訓
練
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
を
適
切
に
保
管
す
る
こ
と
。

ホ
　
申
請
職
業
訓
練
に
係
る
苦
情
の
処
理
に
関
す
る
業
務
を
公
正
か
つ
的
確
に
遂
行
す
る
に
足
り
る
業
務
運
営
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

ヘ
　
申
請
職
業
訓
練
の
受
講
者
の
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
に
当
た
っ
て
、
当
該
者
の
権
利
及
び
利
益
を
侵
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
管
理
及
び
運
営
を
行
う
こ
と
。

ト
　
申
請
職
業
訓
練
が
行
わ
れ
る
施
設
ご
と
に
、
当
該
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
職
業
訓
練
の
適
正
な
実
施
の
管
理
に
係
る
責
任
者
を
配
置
す
る
こ
と
。

チ
　
ニ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
申
請
職
業
訓
練
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

リ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
法
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
そ
の
他
職
業
能
力
開
発
に
係
る
事
業
に
関
す
る
法
律
又
は
労
働
基
準
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終

わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者

（２）
　
そ
の
納
付
す
べ
き
所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、
道
府
県
民
税
、
市
町
村
民
税
、
都
民
税
、
特
別
区
民
税
、
事
業
税
、
地
方
消
費
税
、
不
動
産
取
得
税
、
固
定
資
産
税
、
事
業
所
税
及
び
都
市
計
画
税
、
社
会
保
険
料
（
所

得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
七
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
社
会
保
険
料
を
い
う
。
）
並
び
に
労
働
保
険
料
（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
。
以
下

「
徴
収
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
労
働
保
険
料
を
い
う
。
第
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
納
付
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
な
い
者

（３）
　
過
去
に
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
職
務
の
遂
行
に
関
し
重
大
な
不
正
の
行
為
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
認
定
の
取
消
し
を
受
け
た
者
又
は
過
去
に
認
定
職
業
訓
練
に
係

る
職
務
の
遂
行
に
関
し
重
大
な
不
正
の
行
為
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
が
同
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
い
も
の
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
た
者
（
当
該
認
定
の
取
消
し
又
は
同
項
各
号
列
記

の
事
項
へ
の
不
適
合
（
以
下
こ
の
（
３
）
に
お
い
て
「
認
定
の
取
消
し
等
」
と
い
う
。
）
が
、
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
以
外
の
区
域
内
に
お
い
て
行
っ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
も
の

で
あ
っ
て
、
当
該
認
定
の
取
消
し
等
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
に
よ
る
取
組
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者

が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
考
慮
し
て
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
当
該
認
定
の
取
消
し
等
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
に
つ
い
て
組
織
的
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
を
除
く
も
の
と
し
、
当
該
認
定
の

取
消
し
を
受
け
た
者
又
は
当
該
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
た
者
が
法
人
又
は
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
法
人
又
は
団
体
の
役
員
（
い
か
な
る
名
称
に
よ
る
か
を
問
わ
ず
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
職
権
又
は
支
配
力
を

有
す
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
（
３
）
、
（
４
）
、
（
５
）
及
び
（
１
５
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
役
員
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。
）

（４）
　
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
認
定
の
取
消
し
を
受
け
た
者
（
（
３
）
の
重
大
な
不
正
の
行
為
を
理
由
と
し
て
認
定
の
取
消
し
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
で
、
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経

過
し
な
い
者
（
当
該
認
定
の
取
消
し
が
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
職
務
の
遂
行
に
関
し
不
正
の
行
為
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
認
定
の
取
消
し
が
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
都
道
府
県
と
同
一

の
都
道
府
県
以
外
の
区
域
内
に
お
い
て
行
っ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
認
定
の
取
消
し
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
に
よ
る
取

組
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
考
慮
し
て
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
当
該
認
定
の
取
消
し
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
に
つ
い
て
組
織
的
に
関

与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
を
除
く
も
の
と
し
、
当
該
認
定
の
取
消
し
が
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
職
務
の
遂
行
に
関
し
不
正
の
行
為
を
し
た
こ
と
以
外
を
理
由
と
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
認
定
の
取
消
し
が
申
請

職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
行
っ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
当
該
認
定
の
取
消
し
を
受
け
た
者
が
法
人
又
は
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
法
人
又
は
団
体
の
役
員
又
は
役
員
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。
）

（５）
　
過
去
五
年
以
内
に
行
っ
た
認
定
職
業
訓
練
が
法
第
四
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
（
（
３
）
の
重
大
な
不
正
の
行
為
を
し
た
こ
と
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
た
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
適
合
し
な
い
も
の
と
厚
生

労
働
大
臣
が
認
め
た
者
（
当
該
同
項
各
号
列
記
の
事
項
へ
の
不
適
合
が
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
職
務
の
遂
行
に
関
し
不
正
の
行
為
を
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
同
項
各
号
列
記
の
事
項
へ
の
不
適
合
が
、
申
請

職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
以
外
の
区
域
内
に
お
い
て
行
っ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
同
項
各
号
列
記
の
事
項
へ
の
不
適
合
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
の

発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
に
よ
る
取
組
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
考
慮
し
て
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
が

当
該
同
項
各
号
列
記
の
事
項
へ
の
不
適
合
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
に
つ
い
て
組
織
的
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
を
除
く
も
の
と
し
、
当
該
同
項
各
号
列
記
の
事
項
へ
の
不
適
合
が
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
職
務

の
遂
行
に
関
し
不
正
の
行
為
を
し
た
こ
と
以
外
に
よ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
同
項
各
号
列
記
の
事
項
へ
の
不
適
合
が
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
行
っ
た
認
定
職
業

訓
練
に
係
る
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
当
該
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
た
者
が
法
人
又
は
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
法
人
又
は
団
体
の
役
員
又
は
役
員
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。
）

（６）
　
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下
こ
の
（
６
）
に
お
い
て
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。
）
又
は
暴
力
団
員
で
な
く
な
っ

た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
暴
力
団
員
等
」
と
い
う
。
）

（７）
　
暴
力
団
員
等
が
そ
の
事
業
活
動
を
支
配
す
る
者
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（８）
　
暴
力
団
員
等
を
そ
の
業
務
に
従
事
さ
せ
、
又
は
当
該
業
務
の
補
助
者
と
し
て
使
用
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
者

（９）
　
破
壊
活
動
防
止
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
四
十
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
暴
力
主
義
的
破
壊
活
動
を
行
っ
た
団
体
及
び
そ
の
構
成
員

（１０）
　
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
風
俗
営
業
又
は
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
に
該
当
す
る
事
業
を

行
う
者
及
び
こ
れ
ら
の
営
業
に
係
る
業
務
に
従
事
す
る
者

（１１）
　
会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
行
わ
れ
て
い
る
者
又
は
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
行
わ
れ
て
い
る
者

（１２）
　
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
申
請
職
業
訓
練
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者

（１３）
　
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

（１４）
　
営
業
に
関
し
成
年
者
と
同
一
の
行
為
能
力
を
有
し
な
い
未
成
年
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
法
定
代
理
人
が
（
１
）
か
ら
（
１
３
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

（１５）
　
申
請
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
法
人
又
は
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
役
員
の
う
ち
に
（
１
）
か
ら
（
１
４
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

（１６）
　
（
１
）
か
ら
（
１
５
）
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
行
っ
た
認
定
職
業
訓
練
（
申
請
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
過
去
五
年
以
内
に
行
っ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
関
し
て
不
適
切
な
行
為
（
当
該
不
適
切
な
行
為
が
申
請
職

業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
行
っ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
た
こ
と
が
あ
る
者
又
は
そ
の
他
関
係
法
令
の
規
定
に
反
し
た
等
の
理
由
に
よ
り
認
定
職
業
訓

練
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
と
機
構
が
認
め
た
者

二
　
訓
練
の
対
象
者
　
法
第
二
条
に
規
定
す
る
特
定
求
職
者
で
あ
っ
て
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
を
受
け
た
も
の
そ
の
他
公
共
職
業
安
定
所
長
が
認
定
職
業
訓
練
を
受
講
す
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
と
認
め
た
求
職
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
八
条
に
お
い
て
「
特
定
求
職
者
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
申
請
職
業
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
乳
児
、
幼
児
又
は
小
学
校

（
義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
就
学
し
て
い
る
子
を
養
育
す
る
特
定
求
職
者
等
そ
の
他
の
特
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
特
定
求
職
者
等
で
あ
っ
て
、
厚
生
労
働
省
人
材
開
発

統
括
官
が
定
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
教
科
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
そ
の
科
目
が
就
職
に
必
要
な
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
を
十
分
に
有
し
て
い
な
い
者
の
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
を
図
る
た
め
に
効
果
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
社
会
通
念
上
、
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
に
相
当
程
度
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
も
の

（２）
　
当
該
教
科
に
係
る
知
識
及
び
技
能
の
習
得
が
、
特
定
求
職
者
の
段
階
的
に
安
定
し
た
雇
用
に
結
び
つ
く
こ
と
が
期
待
し
難
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

（３）
　
法
令
に
基
づ
く
資
格
等
に
関
す
る
も
の
そ
の
他
の
特
定
求
職
者
の
就
職
に
資
す
る
も
の
と
し
て
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

四
　
訓
練
の
実
施
方
法
　
通
信
の
方
法
に
よ
っ
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
は
、
適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
添
削
指
導
若
し
く
は
面
接
指
導
又
は
そ
の
両
方
を
行
う
こ
と
。

五
　
訓
練
期
間
　
次
に
掲
げ
る
申
請
職
業
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
範
囲
内
に
お
い
て
適
切
な
期
間
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
基
礎
訓
練
　
二
月
以
上
四
月
以
下

ロ
　
実
践
訓
練
　
二
月
以
上
六
月
以
下

六
　
訓
練
時
間
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
申
請
職
業
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
基
礎
訓
練
　
一
月
に
つ
き
百
時
間
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
一
日
に
つ
き
原
則
と
し
て
五
時
間
以
上
六
時
間
以
下
（
在
職
中
の
特
定
求
職
者
等
そ
の
他
の
特
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
特
定
求
職
者
等
に
対
し
て
行
う
申
請
職
業
訓

練
に
あ
っ
て
は
、
一
月
に
つ
き
八
十
時
間
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
一
日
に
つ
き
原
則
と
し
て
三
時
間
以
上
六
時
間
以
下
）

ロ
　
実
践
訓
練
　
次
の
（
１
）
及
び
（
２
）
に
掲
げ
る
実
践
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
（
１
）
及
び
（
２
）
に
定
め
る
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
ま
な
い
実
践
訓
練
　
一
月
に
つ
き
八
十
時
間
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
一
日
に
つ
き
原
則
と
し
て
三
時
間
以
上
六
時
間
以
下

（２）
　
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
実
践
訓
練
　
一
月
に
つ
き
八
十
時
間
以
上

七
　
施
設
及
び
設
備
　
教
科
の
科
目
に
応
じ
て
当
該
科
目
の
職
業
訓
練
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

八
　
教
材
　
申
請
職
業
訓
練
の
内
容
と
整
合
し
て
お
り
、
か
つ
、
適
正
な
費
用
の
教
材
を
使
用
す
る
こ
と
。

九
　
受
講
者
の
数
　
申
請
職
業
訓
練
を
行
う
一
単
位
に
つ
き
お
お
む
ね
十
人
か
ら
お
お
む
ね
三
十
人
ま
で
で
あ
る
こ
と
。

十
　
訓
練
受
講
に
係
る
費
用
　
入
学
料
（
受
講
の
開
始
に
際
し
納
付
す
る
料
金
を
い
う
。
）
及
び
受
講
料
が
無
料
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
申
請
職
業
訓
練
を
受
講
す
る
特
定
求
職
者
等
が
所
有
す
る
こ
と
と
な
る
教
科
書
そ
の
他
の
教
材

等
に
係
る
費
用
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
明
示
し
た
も
の
を
除
き
、
無
料
で
あ
る
こ
と
。

十
一
　
講
師
　
教
科
の
科
目
に
応
じ
当
該
科
目
の
職
業
訓
練
を
効
果
的
に
指
導
で
き
る
専
門
知
識
、
能
力
及
び
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
申
請
職
業
訓
練
を
適
正
に
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
担
当
す
る
科
目
の
内
容
に

つ
い
て
指
導
等
の
業
務
に
従
事
し
た
十
分
な
経
験
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
二
　
実
習
　
実
習
を
含
む
申
請
職
業
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
当
該
実
習
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

イ
　
当
該
実
習
が
行
わ
れ
る
事
業
所
の
事
業
主
が
行
う
業
務
の
遂
行
の
過
程
内
に
お
け
る
実
務
を
通
じ
た
実
践
的
な
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
の
習
得
に
係
る
実
習
で
あ
る
こ
と
。
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ロ
　
当
該
実
習
が
行
わ
れ
る
事
業
所
の
事
業
主
と
当
該
実
習
を
受
け
る
特
定
求
職
者
等
と
の
雇
用
関
係
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
当
該
実
習
が
行
わ
れ
る
事
業
所
に
お
い
て
、
実
習
指
導
者
、
訓
練
評
価
者
及
び
管
理
責
任
者
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
　
安
全
衛
生
に
関
す
る
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
の
習
得
を
目
的
と
し
た
実
習
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
当
該
実
習
を
受
け
る
特
定
求
職
者
等
の
安
全
衛
生
そ
の
他
の
作
業
条
件
に
つ
い
て
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
及
び
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
の
規
定
に
準
ず
る
取

扱
い
を
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
　
当
該
実
習
が
行
わ
れ
る
事
業
所
の
事
業
主
及
び
従
業
員
が
、
第
一
号
リ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
三
　
習
得
さ
れ
た
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
の
評
価
　
特
定
求
職
者
等
が
申
請
職
業
訓
練
を
受
け
る
期
間
に
お
い
て
一
月
に
少
な
く
と
も
一
回
、
当
該
申
請
職
業
訓
練
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
り
習
得
さ
れ
た
技
能
及
び
こ
れ

に
関
す
る
知
識
の
適
正
な
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
申
請
職
業
訓
練
の
終
了
前
に
お
い
て
も
、
当
該
申
請
職
業
訓
練
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
り
習
得
さ
れ
た
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
の
適
正
な
評
価
を
行
う
こ
と
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
評
価
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
習
得
度
評
価
」
と
い
う
。
）
の
内
容
を
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
五
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
職
務
経
歴
等
記
録
書
を
い
う
。
第
十
五

号
ロ
（
７
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
四
　
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
　
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
担
当
者
（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
五
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
職
務
経
歴
等
記
録
書
を
用
い
た
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
職
業
能
力

開
発
促
進
法
第
二
条
第
五
項
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
い
う
。
）
を
行
う
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
申
請
職
業
訓
練
を
行
う
施
設
内
に
配
置
し
、
当
該
申

請
職
業
訓
練
を
受
講
す
る
特
定
求
職
者
等
に
、
当
該
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
担
当
者
が
行
う
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
当
該
申
請
職
業
訓
練
の
期
間
内
に
三
回
以
上
（
特
定
求
職
者
等
が
申
請
職
業
訓
練
を
受
け
る

期
間
が
三
月
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
月
に
少
な
く
と
も
一
回
以
上
）
受
け
さ
せ
る
こ
と
。

十
五
　
就
職
の
支
援
　
申
請
職
業
訓
練
を
受
講
す
る
特
定
求
職
者
等
の
就
職
の
支
援
の
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ
　
ロ
に
掲
げ
る
申
請
職
業
訓
練
を
受
講
す
る
特
定
求
職
者
等
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
措
置
に
係
る
責
任
者
を
配
置
す
る
こ
と
。

ロ
　
申
請
職
業
訓
練
を
受
講
す
る
特
定
求
職
者
等
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
措
置
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
行
う
こ
と
。

（１）
　
職
業
相
談

（２）
　
求
人
情
報
の
提
供

（３）
　
履
歴
書
の
作
成
に
係
る
指
導

（４）
　
公
共
職
業
安
定
所
が
行
う
就
職
説
明
会
の
周
知

（５）
　
公
共
職
業
安
定
所
へ
の
訪
問
指
示

（６）
　
求
人
者
に
面
接
す
る
に
当
た
っ
て
の
指
導

（７）
　
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
の
作
成
の
支
援

（８）
　
そ
の
他
申
請
職
業
訓
練
を
受
講
す
る
特
定
求
職
者
等
の
就
職
の
支
援
の
た
め
必
要
な
措
置

十
六
　
報
告
　
申
請
職
業
訓
練
の
終
了
後
に
、
就
職
し
た
又
は
自
営
業
者
と
な
っ
た
修
了
者
の
数
、
就
職
理
由
退
校
者
の
数
そ
の
他
の
就
職
に
関
す
る
状
況
に
係
る
報
告
書
の
提
出
を
、
機
構
に
対
し
て
適
切
に
行
う
こ
と
。

十
七
　
災
害
補
償
　
申
請
職
業
訓
練
に
係
る
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
補
償
の
た
め
に
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
八
　
委
託
　
教
科
の
一
部
を
委
託
し
て
行
う
申
請
職
業
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

イ
　
当
該
教
科
が
基
礎
訓
練
に
お
け
る
職
業
に
必
要
な
基
礎
的
な
能
力
の
向
上
に
関
す
る
教
科
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
当
該
教
科
が
行
わ
れ
る
事
業
所
に
お
い
て
、
講
師
、
訓
練
評
価
者
及
び
管
理
責
任
者
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
当
該
教
科
が
行
わ
れ
る
事
業
所
の
事
業
主
及
び
従
業
員
が
、
第
一
号
リ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
九
　
そ
の
他
　
特
定
求
職
者
の
就
職
に
資
す
る
職
業
訓
練
と
し
て
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（
都
道
府
県
労
働
局
長
へ
の
報
告
）

第
三
条
　
機
構
は
、
法
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
職
業
訓
練
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
認
定
職
業
訓
練
が
行
わ
れ
る
施
設
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
定
職
業
訓
練
に
関
す
る
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
四
条
　
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
は
、
認
定
職
業
訓
練
に
関
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
場
合
（
軽
微
な
変
更
が
あ
っ
た
場
合
を
除
く
。
）
に
は
速
や
か
に
変
更
の
あ
っ
た
事
項
及
び
年
月
日
を
、
第
二
号
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
機
構
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
（
実
習
を
含
む
認
定
職
業
訓
練
又
は
教
科
の
一
部
を
委
託
し
て
行
う
認
定
職
業
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
当
該
実
習
又
は
教
科
が
行
わ
れ
る
事
業
所
の
事
業
主
を
含
む
。
）
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
そ
の
住
所

又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

二
　
認
定
職
業
訓
練
が
行
わ
れ
る
施
設
の
名
称
及
び
定
款
等
に
記
載
し
た
事
項

（
就
職
状
況
の
報
告
）

第
五
条
　
認
定
職
業
訓
練
を
行
っ
た
者
は
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
が
終
了
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
が
終
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
就

職
し
た
又
は
自
営
業
者
と
な
っ
た
修
了
者
の
数
及
び
就
職
理
由
退
校
者
の
数
そ
の
他
の
就
職
に
関
す
る
状
況
を
記
載
し
た
就
職
状
況
報
告
書
（
様
式
第
二
号
）
を
、
機
構
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
機
構
へ
の
通
知
）

第
六
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
機
構
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
五
条
に
規
定
す
る
助
成
）

第
七
条
　
法
第
五
条
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
に
対
す
る
助
成
と
し
て
、
認
定
職
業
訓
練
実
施
奨
励
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
職
業
訓
練
実
施
奨
励
金
）

第
八
条
　
認
定
職
業
訓
練
実
施
奨
励
金
は
、
認
定
職
業
訓
練
実
施
基
本
奨
励
金
、
認
定
職
業
訓
練
実
施
付
加
奨
励
金
及
び
訓
練
施
設
内
保
育
実
施
奨
励
金
と
す
る
。

２
　
認
定
職
業
訓
練
実
施
基
本
奨
励
金
は
、
特
定
求
職
者
等
に
対
し
認
定
職
業
訓
練
を
適
切
に
行
う
者
（
次
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
認
定
職
業
訓
練
実
施
基
本
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
認
定
職
業
訓
練
を
適
切
に
行

っ
た
者
）
に
対
し
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
認
定
職
業
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
基
礎
訓
練
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
（
認
定
職
業
訓
練
の
期
間
を
当
該
認
定
職
業
訓
練
が
開
始
さ
れ
た
日
又
は
各
月
に
お
い
て
そ
の
日
に
応
当
し
、
か
つ
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
の
期
間
内
に
あ

る
日
（
そ
の
日
に
応
当
す
る
日
が
な
い
月
に
お
い
て
は
、
そ
の
月
の
末
日
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
開
始
応
当
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
各
翌
月
の
開
始
応
当
日
の
前
日
（
当
該
認
定
職
業
訓
練
が
終
了
し
た
日
（
同
日
前
に
当
該
認

定
職
業
訓
練
の
受
講
を
取
り
や
め
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
の
受
講
を
取
り
や
め
た
日
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
属
す
る
月
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
が
終
了
し
た
日
）
ま
で
の
各
期
間
に
区

分
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
区
分
に
よ
る
一
の
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
額
を
合
算
し
た
額

イ
　
ロ
に
掲
げ
る
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
以
外
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
　
当
該
基
礎
訓
練
を
受
講
し
た
特
定
求
職
者
等
（
次
項
に
規
定
す
る
基
本
奨
励
金
支
給
対
象
期
間
（
次
項
後
段
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基

礎
訓
練
の
全
て
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
当
該
基
礎
訓
練
を
受
講
し
た
日
数
（
当
該
基
礎
訓
練
の
一
実
施
日
に
お
け
る
訓
練
の
部
分
の
一
部
の
み
を
受
講
し
た
日
（
当
該
基

礎
訓
練
の
一
実
施
日
に
お
け
る
訓
練
の
部
分
の
二
分
の
一
以
上
に
相
当
す
る
部
分
を
受
講
し
た
日
に
限
る
。
以
下
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
礎
訓
練
を
受
講
し
た
日
数
に
当
該
一
部
の
み
を
受
講

し
た
日
数
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
日
数
を
加
え
た
日
数
（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
日
数
）
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
対
象
期
間
に
お
け
る
当
該
基
礎
訓

練
の
実
施
日
数
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
八
十
以
上
の
者
又
は
当
該
基
礎
訓
練
を
受
講
し
た
日
数
の
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
対
象
期
間
に
お
け
る
い
ず
れ
か
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
基
礎
訓
練
の
実
施
日

数
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
八
十
以
上
の
者
に
限
る
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
一
人
に
つ
き
六
万
円
に
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
対
象
期
間
に
お
け
る
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
の
数
（
当
該
基
礎
訓
練
を
受
講
し
た
特
定
求
職
者

等
が
当
該
基
礎
訓
練
を
受
講
し
た
日
数
の
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
対
象
期
間
に
お
け
る
当
該
基
礎
訓
練
の
実
施
日
数
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
八
十
未
満
か
つ
当
該
基
礎
訓
練
を
受
講
し
た
日
数
の
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
対
象

期
間
に
お
け
る
い
ず
れ
か
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
基
礎
訓
練
の
実
施
日
数
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
八
十
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
求
職
者
等
が
当
該
基
礎
訓
練
を
受
講
し
た
日

数
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
基
礎
訓
練
の
実
施
日
数
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
八
十
以
上
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
の
数
）
を
乗
じ
て
得
た
額

ロ
　
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
日
数
が
二
十
八
日
未
満
で
あ
る
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
　
当
該
基
礎
訓
練
を
受
講
し
た
特
定
求
職
者
等
一
人
に
つ
き
三
千
円
に
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該

基
礎
訓
練
の
実
施
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
六
万
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
六
万
円
）

二
　
実
践
訓
練
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
額
を
合
算
し
た
額

イ
　
ロ
に
掲
げ
る
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
以
外
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
　
当
該
実
践
訓
練
を
受
講
し
た
特
定
求
職
者
等
（
次
項
に
規
定
す
る
基
本
奨
励
金
支
給
対
象
期
間
（
次
項
後
段
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
実

践
訓
練
の
全
て
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
当
該
実
践
訓
練
を
受
講
し
た
日
数
（
当
該
実
践
訓
練
の
一
実
施
日
に
お
け
る
訓
練
の
部
分
の
一
部
の
み
を
受
講
し
た
日
（
当
該
実

践
訓
練
の
一
実
施
日
に
お
け
る
訓
練
の
部
分
の
二
分
の
一
以
上
に
相
当
す
る
部
分
を
受
講
し
た
日
に
限
る
。
以
下
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
実
践
訓
練
を
受
講
し
た
日
数
に
当
該
一
部
の
み
を
受
講

し
た
日
数
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
日
数
を
加
え
た
日
数
（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
日
数
）
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
対
象
期
間
に
お
け
る
当
該
実
践
訓

練
の
実
施
日
数
に
占
め
る
割
合
（
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
実
践
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
当
該
実
践
訓
練
を
受
講
し
た
時
間
数
の
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
対
象
期
間
に
お
け
る
当
該
実
践
訓
練
を
行
う
者
が
定
め

る
時
間
数
に
占
め
る
割
合
。
以
下
こ
の
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
百
分
の
八
十
以
上
の
者
又
は
当
該
実
践
訓
練
を
受
講
し
た
日
数
の
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
対
象
期
間
に
お
け
る
い
ず
れ
か
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け

る
当
該
実
践
訓
練
の
実
施
日
数
に
占
め
る
割
合
（
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
実
践
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
当
該
実
践
訓
練
を
受
講
し
た
時
間
数
の
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
対
象
期
間
に
お
け
る
い
ず
れ
か
の
基
本

奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
実
践
訓
練
を
行
う
者
が
定
め
る
時
間
数
に
占
め
る
割
合
。
以
下
こ
の
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
百
分
の
八
十
以
上
の
者
に
限
る
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
一
人
に
つ
き
五
万
円
に
当
該
基
本

奨
励
金
支
給
対
象
期
間
に
お
け
る
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
の
数
（
当
該
実
践
訓
練
を
受
講
し
た
特
定
求
職
者
等
が
当
該
実
践
訓
練
を
受
講
し
た
日
数
の
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
対
象
期
間
に
お
け
る
当
該
実
践
訓
練
の
実
施

日
数
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
八
十
未
満
か
つ
当
該
実
践
訓
練
を
受
講
し
た
日
数
の
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
対
象
期
間
に
お
け
る
い
ず
れ
か
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
実
践
訓
練
の
実
施
日
数
に
占
め
る
割

合
が
百
分
の
八
十
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
求
職
者
等
が
当
該
実
践
訓
練
を
受
講
し
た
日
数
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
実
践
訓
練
の
実
施
日
数
に
占
め
る
割
合
（
実
施
日
が
特
定
さ

れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
実
践
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
当
該
実
践
訓
練
を
受
講
し
た
時
間
数
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
実
践
訓
練
を
行
う
者
が
定
め
る
時
間
数
に
占
め
る
割
合
）
が
百
分
の
八
十
以
上
の
基
本

奨
励
金
支
給
単
位
期
間
の
数
）
を
乗
じ
て
得
た
額

ロ
　
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
日
数
が
二
十
八
日
未
満
で
あ
る
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
　
当
該
実
践
訓
練
を
受
講
し
た
特
定
求
職
者
等
一
人
に
つ
き
二
千
五
百
円
に
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る

当
該
実
践
訓
練
の
実
施
日
数
（
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
実
践
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
日
数
か
ら
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
一
条
に
お
い
て
「
日
曜
日
等
」
と
い
う
。
）
の
日
数
を
減
じ
た
日
数
）
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
五
万
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
五
万
円
）

３
　
認
定
職
業
訓
練
実
施
基
本
奨
励
金
は
、
連
続
す
る
三
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
（
当
該
連
続
す
る
三
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
認
定
職
業
訓
練
が
終
了
し
た
日
ま
で
の
連
続
す
る
基
本
奨
励
金
支
給

単
位
期
間
の
数
が
三
に
満
た
な
い
場
合
は
、
当
該
連
続
す
る
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
本
奨
励
金
支
給
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
対
象
期
間

に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
額
と
し
て
算
定
し
た
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
適
切
に
終
了
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
っ

た
者
が
希
望
す
る
場
合
に
限
り
、
基
本
奨
励
金
支
給
対
象
期
間
ご
と
の
認
定
職
業
訓
練
実
施
基
本
奨
励
金
の
支
給
に
代
え
て
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
認
定
職
業
訓
練
の
全
て
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
支
給
す

べ
き
額
と
し
て
算
定
し
た
額
の
認
定
職
業
訓
練
実
施
基
本
奨
励
金
の
支
給
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

４
　
認
定
職
業
訓
練
実
施
付
加
奨
励
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
実
践
訓
練
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
実
施
基
本
奨
励
金
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
実
践
訓
練
の
就
職
率
が
次
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
率
に
該
当
す
る
実
践
訓
練
を
行
っ
た
も
の
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二
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
就
職
率
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
額

イ
　
百
分
の
三
十
五
以
上
百
分
の
六
十
未
満
　
次
の
（
１
）
及
び
（
２
）
に
掲
げ
る
付
加
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
（
実
践
訓
練
の
期
間
を
当
該
実
践
訓
練
が
開
始
さ
れ
た
日
又
は
開
始
応
当
日
か
ら
各
翌
月
の
開
始
応
当
日
の
前
日

（
当
該
実
践
訓
練
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る
月
に
あ
っ
て
は
、
同
日
）
ま
で
の
各
期
間
に
区
分
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
区
分
に
よ
る
一
の
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
（
１
）

及
び
（
２
）
に
定
め
る
額
を
合
算
し
た
額

（１）
　
（
２
）
に
掲
げ
る
付
加
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
以
外
の
付
加
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
　
当
該
実
践
訓
練
に
係
る
修
了
者
等
一
人
に
つ
き
一
万
円
に
当
該
実
践
訓
練
の
付
加
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額

（２）
　
付
加
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
日
数
が
二
十
八
日
未
満
で
あ
る
付
加
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
　
当
該
実
践
訓
練
に
係
る
修
了
者
等
一
人
に
つ
き
五
百
円
に
当
該
付
加
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
実
践
訓

練
の
実
施
日
数
（
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
実
践
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
当
該
付
加
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
日
数
か
ら
日
曜
日
等
の
日
数
を
減
じ
た
日
数
。
ロ
（
２
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
乗
じ
て

得
た
額
（
そ
の
額
が
一
万
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
万
円
）

ロ
　
百
分
の
六
十
以
上
　
次
の
（
１
）
及
び
（
２
）
に
掲
げ
る
付
加
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
（
１
）
及
び
（
２
）
に
定
め
る
額
を
合
算
し
た
額

（１）
　
（
２
）
に
掲
げ
る
付
加
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
以
外
の
付
加
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
　
当
該
実
践
訓
練
に
係
る
修
了
者
等
一
人
に
つ
き
二
万
円
に
当
該
実
践
訓
練
の
付
加
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額

（２）
　
付
加
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
日
数
が
二
十
八
日
未
満
で
あ
る
付
加
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
　
当
該
実
践
訓
練
に
係
る
修
了
者
等
一
人
に
つ
き
千
円
に
当
該
付
加
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
実
践
訓
練

の
実
施
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
二
万
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
円
）

５
　
訓
練
施
設
内
保
育
実
施
奨
励
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
で
あ
っ
て
、
特
定
求
職
者
等
が
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
し
つ
つ
就
業
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
適
当
と
認
め
ら
れ
る
保
育
施
設
を
運
営
す
る
事
業
を
自

ら
行
い
、
又
は
他
者
に
委
託
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
特
定
求
職
者
等
が
養
育
す
る
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
に
つ
い
て
、
全
て
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
中
の
保
育
を
行
う
事
業
に
要
し
た
経
費
の
額
（
一
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
、
特
定
求

職
者
等
が
養
育
す
る
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
一
人
に
つ
き
六
万
六
千
円
を
限
度
と
す
る
。
）

（
調
整
）

第
八
条
の
二
　
認
定
職
業
訓
練
実
施
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
、
同
一
の
事
由
に
よ
り
、
国
か
ら
次
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
費
用
に
相
当
す
る
金
額
の
支
給
を
受
け
た
場
合
そ
の
他
こ
れ

に
類
す
る
場
合
に
は
、
当
該
支
給
事
由
に
よ
っ
て
は
、
認
定
職
業
訓
練
実
施
奨
励
金
は
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

一
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
第
百
三
十
一
条
に
規
定
す
る
介
護
労
働
講
習

二
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
第
一
号
ロ
及
び
ハ
並
び
に
第
二
号
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
事
業

三
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
活
性
化
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

四
　
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
事
業

（
労
働
保
険
料
滞
納
事
業
主
等
に
対
す
る
不
支
給
）

第
九
条
　
第
八
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
認
定
職
業
訓
練
実
施
奨
励
金
は
、
労
働
保
険
料
の
納
付
の
状
況
が
著
し
く
不
適
切
で
あ
る
、
過
去
に
重
大
な
不
正
の
行
為
若
し
く
は
過
去
五
年
以
内
に
偽
り
そ
の
他
不

正
の
行
為
（
当
該
重
大
な
不
正
の
行
為
又
は
不
正
の
行
為
が
、
当
該
職
業
訓
練
実
施
奨
励
金
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
を
行
っ
た
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
以
外
の
区
域
内
に
お
い
て
行
っ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
も
の
で
あ
っ

て
、
当
該
重
大
な
不
正
の
行
為
又
は
不
正
の
行
為
の
事
実
及
び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
に
よ
る
取
組
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
有
し
て

い
た
責
任
の
程
度
を
考
慮
し
て
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
当
該
重
大
な
不
正
の
行
為
又
は
不
正
の
行
為
の
事
実
に
つ
い
て
組
織
的
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
を
除
く
。
）
に
よ
り
、
認
定
職
業
訓
練
実
施
基
本

奨
励
金
若
し
く
は
認
定
職
業
訓
練
実
施
付
加
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
、
若
し
く
は
受
け
よ
う
と
し
た
、
又
は
過
去
五
年
以
内
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
二
に
規
定
す
る
雇
用
調
整
助

成
金
そ
の
他
の
雇
用
保
険
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
若
し
く
は
受
け
よ
う
と
し
た
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
二
章
　
職
業
訓
練
受
講
給
付
金

（
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
種
類
）

第
十
条
　
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
は
、
職
業
訓
練
受
講
手
当
、
通
所
手
当
及
び
寄
宿
手
当
と
す
る
。

（
職
業
訓
練
受
講
手
当
）

第
十
一
条
　
職
業
訓
練
受
講
手
当
は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
共
職
業
安
定
所
長
が
指
示
し
た
認
定
職
業
訓
練
等
（
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
受
け
る
特
定
求
職
者

が
、
給
付
金
支
給
単
位
期
間
（
認
定
職
業
訓
練
等
の
期
間
を
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
が
開
始
さ
れ
た
日
又
は
各
月
に
お
い
て
そ
の
日
に
応
当
し
、
か
つ
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
の
期
間
内
に
あ
る
日
（
そ
の
日
に
応
当
す
る
日
が

な
い
月
に
お
い
て
は
、
そ
の
月
の
末
日
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
訓
練
開
始
応
当
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
各
翌
月
の
訓
練
開
始
応
当
日
の
前
日
（
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
が
終
了
し
た
日
（
同
日
前
に
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
当

該
認
定
職
業
訓
練
等
の
受
講
を
取
り
や
め
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
の
受
講
を
取
り
や
め
た
日
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
属
す
る
月
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
が
終
了
し
た
日
）
ま
で
の
各

期
間
に
区
分
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
区
分
に
よ
る
一
の
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
に
、
当
該
給
付
金
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
特
定
求
職
者
の
収
入
の
額
が
八
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

二
　
当
該
特
定
求
職
者
並
び
に
当
該
特
定
求
職
者
と
同
居
の
又
は
生
計
を
一
に
す
る
別
居
の
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
）
、
子
及
び
父
母
（
以
下
「
配
偶
者
等
」

と
い
う
。
）
の
収
入
の
額
を
合
算
し
た
額
が
三
十
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

三
　
当
該
特
定
求
職
者
並
び
に
当
該
特
定
求
職
者
と
同
居
の
又
は
生
計
を
一
に
す
る
別
居
の
配
偶
者
等
の
所
有
す
る
金
融
資
産
の
合
計
額
が
三
百
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

四
　
当
該
特
定
求
職
者
が
現
に
居
住
し
て
い
る
土
地
及
び
建
物
以
外
に
、
土
地
及
び
建
物
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と
。
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五
　
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
ま
な
い
認
定
職
業
訓
練
等
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
の
全
て
の
実
施
日
に
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
受
講

し
な
か
っ
た
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
の
実
施
日
が
あ
る
場
合
（
や
む
を
得
な
い
理
由
以
外
の
理
由
に
よ
り
受
講
し
な
か
っ
た
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
の
実
施
日
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
受

講
し
た
日
数
（
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
の
一
実
施
日
に
お
け
る
訓
練
の
部
分
の
一
部
の
み
を
受
講
し
た
日
（
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
の
一
実
施
日
に
お
け
る
訓
練
の
部
分
の
二
分
の
一
以
上
に
相
当
す

る
部
分
を
受
講
し
た
日
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
た
日
数
に
当
該
一
部
の
み
を
受
講
し
た
日
数
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
日
数
を
加
え
た
日
数

（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
日
数
）
）
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
の
実
施
日
数
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
八
十
以
上
で
あ
る
こ
と
。

六
　
乳
児
、
幼
児
又
は
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
子
を
養
育
す
る
特
定
求
職
者
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す

る
対
象
家
族
を
介
護
す
る
特
定
求
職
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
長
（
以
下
「
職
業
安
定
局
長
」
と
い
う
。
）
が
定
め
る
特
定
求
職
者
（
以
下
「
養
育
・
介
護
中
等
の
特
定
求
職
者
」
と
い
う
。
）
が
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て

い
な
い
科
目
を
含
ま
な
い
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
た
日
数
（
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
の
一
実
施
日
に
お
け
る
訓
練
の
部
分
の
一
部
の

み
を
受
講
し
た
日
（
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
の
一
実
施
日
に
お
け
る
訓
練
の
部
分
の
二
分
の
一
以
上
に
相
当
す
る
部
分
を
受
講
し
た
日
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
定
職
業
訓
練

等
を
受
講
し
た
日
数
に
当
該
一
部
の
み
を
受
講
し
た
日
数
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
日
数
を
加
え
た
日
数
（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
日
数
）
）
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
の
実
施
日
数
に
占
め
る

割
合
が
百
分
の
八
十
以
上
で
あ
る
こ
と
。

七
　
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
認
定
職
業
訓
練
等
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
行
う
者
が
定
め
る
時
間
数
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
受

講
し
な
か
っ
た
時
間
数
が
あ
る
場
合
（
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
受
講
し
な
か
っ
た
時
間
数
が
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
行
う
者
が
定
め
る
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
の
時
間
数
を
、
給
付
金
支
給
単
位

期
間
の
日
数
か
ら
日
曜
日
等
の
日
数
を
減
じ
た
日
数
で
除
し
て
得
た
時
間
数
に
、
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
受
講
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
や
む
を
得
な
い
理
由
の
あ
る
日
数
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数
を
超
え
る
場
合

を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
た
時
間
数
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
行
う
者
が
定
め
る
時
間
数
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
八
十
以
上
で
あ
る
こ
と
。

八
　
養
育
・
介
護
中
等
の
特
定
求
職
者
が
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
た
時
間
数
の
当
該
認
定

職
業
訓
練
等
を
行
う
者
が
定
め
る
時
間
数
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
八
十
以
上
で
あ
る
こ
と
。

九
　
当
該
特
定
求
職
者
と
同
居
の
又
は
生
計
を
一
に
す
る
別
居
の
配
偶
者
等
が
、
職
業
訓
練
受
講
手
当
の
支
給
を
受
け
た
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
て
い
な
い
こ
と
。

十
　
過
去
三
年
以
内
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用
保
険
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
失
業
等
給
付
、
同
法
第
六
十
一
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
給
付
若
し
く
は
同
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ

る
給
付
金
又
は
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
十
八
条
に
規
定
す
る
職
業
転
換
給
付
金
若
し
く
は
職
業
転
換
給

付
金
に
相
当
す
る
給
付
金
そ
の
他
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
た
め
の
給
付
金
で
あ
っ
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

２
　
職
業
訓
練
受
講
手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
次
号
に
掲
げ
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
以
外
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
　
十
万
円

二
　
給
付
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
日
数
（
当
該
給
付
金
支
給
単
位
期
間
内
に
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
日
数
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
日
数
）
が
二
十
八
日
未
満
で
あ
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
　
三
千
五
百
八
十

円
に
当
該
給
付
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額

イ
　
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
す
る
者
が
雇
用
保
険
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
給
資
格
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
退
職

手
当
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
他
の
法
令
、
条
例
、
規
則
等
に
基
づ
く
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
い
う
。
）
で
な
く
な
っ
た
日
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
す
る
者
と
同
居
の
若
し
く
は
生
計
を
一
に

す
る
別
居
の
配
偶
者
等
が
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
認
定
職
業
訓
練
等
の
受
講
を
終
了
し
た
日
の
翌
日
又
は
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
す
る
者
が
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
支
給

し
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
特
定
求
職
者
で
な
く
な
っ
た
日
（
ハ
に
お
い
て
「
受
給
資
格
者
で
な
く
な
っ
た
日
等
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
日
（
こ
れ
ら
の
日
が
複
数
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
最
も
遅
い

日
）
か
ら
当
該
給
付
金
支
給
単
位
期
間
の
末
日
（
次
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
十
二
又
は
二
十
四
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
分
に
達
し
た
日
を
含
む
給
付
金
支
給
単
位
期
間
に
あ
っ
て
は
、
当
該
達
し
た
日
）
ま
で
の
日
数

ロ
　
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
す
る
者
が
雇
用
保
険
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
と
な
っ
た
日
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
給
付
金
支
給
単
位
期
間
の
初
日
か
ら
当
該
被
保
険
者
と
な
っ
た
日
の
前
日
（
次

項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
十
二
又
は
二
十
四
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
分
に
達
し
た
日
を
含
む
給
付
金
支
給
単
位
期
間
に
あ
っ
て
は
、
当
該
達
し
た
日
。
ハ
に
お
い
て
同
じ
。
）
ま
で
の
日
数

ハ
　
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
す
る
者
が
受
給
資
格
者
で
な
く
な
っ
た
日
等
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
受
給
資
格
者
で
な
く
な
っ
た
日
等
（
こ
れ
ら
の
日
が
複
数
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
最
も
遅
い
日
）
の
後
に
雇
用
保
険

法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
と
な
っ
た
日
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
受
給
資
格
者
で
な
く
な
っ
た
日
等
か
ら
当
該
被
保
険
者
と
な
っ
た
日
の
前
日
ま
で
の
日
数

３
　
職
業
訓
練
受
講
手
当
は
、
一
の
認
定
職
業
訓
練
等
に
つ
い
て
、
十
二
（
公
共
職
業
安
定
所
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
二
十
四
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
分
を
限
度
と
し
て
支
給
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
に
係
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
の
う
ち
に
、
職
業
訓
練
受
講
手
当
の
支
給
を
受
け
た
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
が
複
数
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
当
該
複
数
の
給
付
金

支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
日
数
を
合
算
し
た
日
数
が
二
十
八
日
以
下
の
場
合
に
は
、
そ
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
分
の
職
業
訓
練
受
講
手
当
を
支
給
し
た
も
の
と
み
な
す
。

４
　
連
続
受
講
に
係
る
職
業
訓
練
受
講
手
当
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
連
続
受
講
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
等
に
つ
い
て
、
合
わ
せ
て
十
二
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
分
を
限
度
と
し
て
支
給
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
連
続
受
講
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
等
に
係
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
の
う
ち
に
職
業
訓
練
受
講
手
当
の
支
給
を
受
け
た
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
当
該
複
数
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
日
数
を
合
算
し
た
日
数
に
応
じ
て
、
一
又
は
複
数
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
分
の
職
業
訓
練
受
講
手
当
を
支
給
し
た
も
の
と
み
な
す
。

５
　
養
育
・
介
護
中
等
の
特
定
求
職
者
が
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
ま
な
い
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
以
外
の
理
由
に
よ
り
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
な
か
っ
た
実
施

日
が
あ
る
場
合
の
職
業
訓
練
受
講
手
当
の
額
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
か
ら
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
受
講
し
な
か
っ
た
実
施
日
の
日
数
（
以
下
「
欠
席
日
数
」
と
い
う
。
）
の
そ
の
給
付
金
支
給

単
位
期
間
の
現
日
数
に
占
め
る
割
合
を
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
に
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
の
一
実
施
日
に
お
け
る
訓
練
の
部
分
の
一
部
を
受
講
し
な
か
っ
た
日
（
当
該

認
定
職
業
訓
練
等
の
一
実
施
日
に
お
け
る
訓
練
の
部
分
の
二
分
の
一
未
満
に
相
当
す
る
部
分
を
受
講
し
な
か
っ
た
日
に
限
る
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
欠
席
日
数
は
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
な
か
っ
た
日
数
に
当
該
一
部
を
受

講
し
な
か
っ
た
日
数
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
日
数
を
加
え
た
日
数
（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
上
げ
た
日
数
）
と
す
る
。
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６
　
養
育
・
介
護
中
等
の
特
定
求
職
者
が
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
以
外
の
理
由
に
よ
り
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
な
か
っ
た
時
間
数
が

あ
る
場
合
の
職
業
訓
練
受
講
手
当
の
支
給
の
額
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
か
ら
、
そ
の
時
間
数
の
そ
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
に
お
い
て
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
行
う
者
が
定
め
る
時
間
数
に

占
め
る
割
合
を
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
に
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

（
通
所
手
当
）

第
十
二
条
　
通
所
手
当
は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
共
職
業
安
定
所
長
が
指
示
し
た
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
特
定
求
職
者
が
、
前
条
第
一
項
第
一
号
中
「
八
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
十
二
万
円
」
と
、
同
項
第
二
号

中
「
三
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
四
万
円
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
同
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
給
付
金
支
給
単
位
期
間
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
に
、
当
該
給
付
金
支

給
単
位
期
間
に
つ
い
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
特
定
求
職
者
の
住
所
又
は
居
所
か
ら
認
定
職
業
訓
練
等
を
行
う
施
設
（
附
則
第
四
条
の
二
に
お
い
て
「
訓
練
等
施
設
」
と
い
う
。
）
へ
の
通
所
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
通
所
」
と
い
う
。
）
の
た
め
、
交
通
機
関
又
は
有
料
の

道
路
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
「
交
通
機
関
等
」
と
い
う
。
）
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
又
は
料
金
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
「
運
賃
等
」
と
い
う
。
）
を
負
担
す
る
こ

と
を
常
例
と
す
る
者
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
所
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
通
所
の
距
離
が
片
道
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
及
び
第
三
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

二
　
通
所
の
た
め
自
動
車
そ
の
他
の
交
通
の
用
具
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
「
自
動
車
等
」
と
い
う
。
）
を
使
用
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
者
（
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し

く
困
難
で
あ
る
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
自
動
車
等
を
使
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
所
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
通
所
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
及
び
次
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

三
　
通
所
の
た
め
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
等
を
負
担
し
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
者
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
、
又
は
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
者

以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
交
通
機
関
等
を
利
用
せ
ず
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
利
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
所
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
通
所
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

２
　
通
所
手
当
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
当
た
り
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
定
求
職
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
が
四
万
二
千
五
百
円
を
超
え
る
と
き
は
、
四
万
二
千
五
百
円
と
す

る
。

一
　
前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
　
次
項
及
び
第
四
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
そ
の
者
の
当
該
給
付
金
支
給
単
位
期
間
の
通
所
に
要
す
る
運
賃
等
の
額
に
相
当
す
る
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
運
賃
等
相
当
額
」
と

い
う
。
）

二
　
前
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
　
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
者
に
あ
っ
て
は
三
千
六
百
九
十
円
、
そ
の
他
の
者
に
あ
っ
て
は
五
千
八
百
五
十
円
（
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
地
域
（
以
下

こ
の
条
及
び
附
則
第
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ロ
に
お
い
て
「
指
定
地
域
」
と
い
う
。
）
に
居
住
す
る
者
で
あ
っ
て
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
八
千
十
円
）

三
　
前
項
第
三
号
に
該
当
す
る
者
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
通
常
徒
歩
に
よ
る
こ
と
が
例
で
あ
る
距
離
内
に
お
い
て
の
み
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
い
る

も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
者
又
は
そ
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
が
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る

者
　
第
一
号
に
定
め
る
額
と
前
号
に
定
め
る
額
と
の
合
計
額

四
　
前
項
第
三
号
に
該
当
す
る
者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
運
賃
等
相
当
額
が
第
二
号
に
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
者
　
第
一
号
に
定
め
る
額

五
　
前
項
第
三
号
に
該
当
す
る
者
（
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
運
賃
等
相
当
額
が
第
二
号
に
定
め
る
額
未
満
で
あ
る
者
　
第
二
号
に
定
め
る
額

３
　
運
賃
等
相
当
額
の
算
定
は
、
運
賃
、
時
間
、
距
離
等
の
事
情
に
照
ら
し
、
最
も
経
済
的
か
つ
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
通
常
の
通
所
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
る
運
賃
等
の
額
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
運
賃
等
相
当
額
は
、
次
の
各
号
に
よ
る
額
の
総
額
と
す
る
。

一
　
交
通
機
関
等
が
定
期
乗
車
券
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
発
行
し
て
い
る
場
合
は
、
当
該
交
通
機
関
等
の
利
用
区
間
に
係
る
通
用
期
間
一
箇
月
の
定
期
乗
車
券
の
価
額
（
価
額
の
異
な
る
定
期
乗

車
券
を
発
行
し
て
い
る
と
き
は
、
最
も
低
廉
と
な
る
定
期
乗
車
券
の
価
額
）

二
　
交
通
機
関
等
が
定
期
乗
車
券
を
発
行
し
て
い
な
い
場
合
は
、
当
該
交
通
機
関
等
の
利
用
区
間
に
つ
い
て
の
通
所
二
十
一
回
分
の
運
賃
等
の
額
で
あ
っ
て
、
最
も
低
廉
と
な
る
も
の

５
　
前
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
の
通
所
手
当
の
額
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
給
付
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
日
数
を
二
十
八
で
除
し
て
得
た
割
合
を
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
に
乗
じ
て

得
た
額
と
す
る
。

６
　
通
所
を
常
例
と
し
な
い
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
す
る
場
合
の
通
所
手
当
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
当
た
り
の
額
は
、
前
五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
受
給
資
格
者
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め

る
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
が
四
万
二
千
五
百
円
を
超
え
る
と
き
は
、
四
万
二
千
五
百
円
と
す
る
。

一
　
通
所
の
た
め
、
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
等
を
負
担
す
る
者
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
所

す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
通
所
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
及
び
第
三
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
　
当
該
交
通
機
関
等
の
利
用
区
間
に
つ
い
て
の
一
日
の
通
所
に
要
す
る
運
賃
等
の
額
に
、
現
に
通
所
し

た
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額

二
　
通
所
の
た
め
自
動
車
等
を
使
用
す
る
者
（
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
自
動
車
等
を
使
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
所
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
通
所
の
距

離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
及
び
次
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
　
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
者
に
あ
っ
て
は
三
千
六
百
九
十
円
、
そ
の
他
の
者
に
あ
っ
て
は
五
千
八

百
五
十
円
（
指
定
地
域
に
居
住
す
る
者
で
あ
っ
て
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
は
八
千
十
円
）
を
当
該
通
所
の
あ
る
日
の
月
の
現
日
数
で
除
し
、
現
に
通
所
し
た
日
数
を

乗
じ
て
得
た
額

三
　
通
所
の
た
め
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
等
を
負
担
し
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
者
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
、
又
は
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
者
以
外
の
者
で
あ

っ
て
、
交
通
機
関
等
を
利
用
せ
ず
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
利
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
所
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
通
所
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
　
第
一
号
に
定
め
る
額
と
前
号
に
定
め

る
額
と
の
合
計
額
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
通
常
徒
歩
に
よ
る
こ
と
が
例
で
あ
る
距
離
内
に
お
い
て
の
み
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
い
る
も
の
又
は
自

動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
に
定
め
る
額
が
前
号
に
定
め
る
額

以
上
で
あ
る
場
合
に
は
第
一
号
に
定
め
る
額
、
同
号
に
定
め
る
額
が
前
号
に
定
め
る
額
未
満
で
あ
る
場
合
に
は
前
号
に
定
め
る
額
）
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７
　
前
項
に
規
定
す
る
運
賃
等
の
額
は
、
運
賃
、
時
間
、
距
離
等
の
事
情
に
照
ら
し
、
最
も
経
済
的
か
つ
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
通
常
の
通
所
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
る
運
賃
等
の
額
と
す
る
。

８
　
養
育
・
介
護
中
等
の
特
定
求
職
者
が
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
ま
な
い
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
以
外
の
理
由
に
よ
り
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
な
か
っ
た
実
施

日
が
あ
る
場
合
の
第
二
項
に
規
定
す
る
通
所
手
当
の
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
か
ら
、
欠
席
日
数
の
そ
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
の
現
日
数
に
占
め
る
割
合
を
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
に
乗
じ
て

得
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

９
　
養
育
・
介
護
中
等
の
特
定
求
職
者
が
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
以
外
の
理
由
に
よ
り
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
な
か
っ
た
日
が

あ
る
場
合
の
第
六
項
に
規
定
す
る
通
所
手
当
の
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
か
ら
、
欠
席
日
数
の
そ
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
に
お
い
て
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
行
う
者
が
通
所
に
よ
り
受
講
す

べ
き
日
と
し
て
定
め
る
日
数
に
占
め
る
割
合
を
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
に
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

10
　
通
所
手
当
は
、
一
の
認
定
職
業
訓
練
等
に
つ
い
て
、
十
二
（
公
共
職
業
安
定
所
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
二
十
四
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
分
を
限
度
と
し
て
支
給
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
に
係
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
の
う
ち
に
、
通
所
手
当
の
支
給
を
受
け
た
前
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
が
複
数
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
当
該
複
数
の
給
付
金
支
給
単
位
期

間
に
お
け
る
日
数
を
合
算
し
た
日
数
が
二
十
八
日
以
下
の
場
合
に
は
、
そ
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
分
の
通
所
手
当
を
支
給
し
た
も
の
と
み
な
す
。

11
　
連
続
受
講
に
係
る
通
所
手
当
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
連
続
受
講
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
等
に
つ
い
て
、
合
わ
せ
て
十
二
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
分
を
限
度
と
し
て
支
給
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
連

続
受
講
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
等
に
係
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
の
う
ち
に
通
所
手
当
の
支
給
を
受
け
た
前
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
複
数
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
日
数
を
合
算
し
た
日
数
に
応
じ
て
、
一
又
は
複
数
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
分
の
通
所
手
当
を
支
給
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
寄
宿
手
当
）

第
十
二
条
の
二
　
寄
宿
手
当
は
、
職
業
訓
練
受
講
手
当
の
支
給
を
受
け
る
特
定
求
職
者
が
、
当
該
支
給
を
受
け
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
に
お
い
て
、
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
共
職
業
安
定
所
長
が
指
示
し
た
認
定
職
業

訓
練
等
を
受
け
る
た
め
、
同
居
の
配
偶
者
等
と
別
居
し
て
寄
宿
し
て
い
る
場
合
に
、
当
該
配
偶
者
等
と
別
居
し
て
寄
宿
し
て
い
た
期
間
に
つ
い
て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
寄
宿
手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
第
十
一
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
　
一
万
七
百
円

二
　
第
十
一
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
　
当
該
給
付
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
日
数
を
二
十
八
で
除
し
て
得
た
割
合
を
一
万
七
百
円
に
乗
じ
て
得
た
額

３
　
特
定
求
職
者
が
配
偶
者
等
と
別
居
し
て
寄
宿
し
て
い
な
い
日
が
あ
る
場
合
の
寄
宿
手
当
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
か
ら
、
そ
の
日
数
の
そ
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
の
現
日
数
に
占
め
る
割

合
を
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
に
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

４
　
養
育
・
介
護
中
等
の
特
定
求
職
者
が
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
ま
な
い
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
以
外
の
理
由
に
よ
り
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
な
か
っ
た
実
施

日
が
あ
る
場
合
の
寄
宿
手
当
の
額
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
額
か
ら
、
欠
席
日
数
の
そ
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
の
現
日
数
に
占
め
る
割
合
を
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
額
に
乗
じ
て
得
た
額
を
減

じ
た
額
と
す
る
。

５
　
養
育
・
介
護
中
等
の
特
定
求
職
者
が
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
以
外
の
理
由
に
よ
り
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
し
な
か
っ
た
日
が

あ
る
場
合
の
寄
宿
手
当
の
額
は
、
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
額
か
ら
、
欠
席
日
数
の
そ
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
に
お
い
て
養
育
・
介
護
中
等
の
特
定
求
職
者
が
認
定
職
業
訓
練
等
を
受

講
す
る
た
め
に
寄
宿
す
る
必
要
が
あ
る
日
数
に
占
め
る
割
合
を
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
額
に
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

（
六
年
以
内
に
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
特
定
求
職
者
へ
の
不
支
給
）

第
十
三
条
　
現
に
受
講
し
て
い
る
認
定
職
業
訓
練
等
の
直
前
の
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
認
定
職
業
訓
練
等
（
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
が
連
続
受
講
に
係
る
実
践
訓
練
又
は
公
共
職
業
訓
練
で
あ
っ
て
、
当
該
連
続
受
講

に
係
る
基
礎
訓
練
及
び
実
践
訓
練
又
は
基
礎
訓
練
及
び
公
共
職
業
訓
練
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
実
践
訓
練
又
は
公
共
職
業
訓
練
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
礎
訓
練
）
（
当
該
認
定
職

業
訓
練
等
が
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
が
終
了
し
た
日
前
に
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
受
講
を
取
り
や
め
た
認
定
職
業
訓
練
等
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
（
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
が
連
続
受
講
に
係
る
実

践
訓
練
又
は
公
共
職
業
訓
練
で
あ
っ
て
、
当
該
連
続
受
講
に
係
る
基
礎
訓
練
及
び
実
践
訓
練
又
は
基
礎
訓
練
及
び
公
共
職
業
訓
練
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
実
践
訓
練
又
は
公
共
職
業
訓
練
で

あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
礎
訓
練
及
び
当
該
実
践
訓
練
又
は
当
該
基
礎
訓
練
及
び
当
該
公
共
職
業
訓
練
）
及
び
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
が
連
続
受
講
に
係
る
基
礎
訓
練
で
あ
っ
て
、
当
該
連
続
受
講
に
係
る
実
践
訓
練
又
は
公

共
職
業
訓
練
が
当
該
実
践
訓
練
又
は
当
該
公
共
職
業
訓
練
が
終
了
し
た
日
前
に
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
受
講
を
取
り
や
め
た
実
践
訓
練
又
は
公
共
職
業
訓
練
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
礎
訓
練
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、

当
該
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
最
初
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
の
初
日
か
ら
六
年
を
経
過
し
な
い
特
定
求
職
者
に
は
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
一
項
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
訓
練

受
講
給
付
金
を
支
給
し
な
い
。
た
だ
し
、
現
に
受
講
し
て
い
る
認
定
職
業
訓
練
等
が
連
続
受
講
に
係
る
実
践
訓
練
又
は
公
共
職
業
訓
練
で
あ
っ
て
、
当
該
連
続
受
講
に
係
る
基
礎
訓
練
に
つ
い
て
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受

け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
に
従
わ
な
い
特
定
求
職
者
へ
の
不
支
給
）

第
十
四
条
　
特
定
求
職
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
従
わ
な
か
っ
た
日
の
属
す
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
以
後
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
支
給
し
な
い
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
特
定
求
職
者
が
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
共
職
業
安
定
所
長
が
新
た
に
指
示
し
た
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
す
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
支
給
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
特
定
求
職
者
が
受
講
し
て
い
た
認
定
職
業
訓
練
等
に
係
る
前
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け

た
認
定
職
業
訓
練
等
と
み
な
す
。

（
不
正
受
給
者
へ
の
不
支
給
）

第
十
五
条
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
者
に
は
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
職
業
訓

練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
日
の
属
す
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
以
後
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
支
給
し
な
い
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
者
が
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
共
職
業
安
定
所
長
が
新
た
に
指
示
し
た
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
講
す
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
支
給
す
る
。
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３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
者
の
受
講
し
て
い
た
認
定
職
業
訓
練
等
に
係
る
第
十
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
認

定
職
業
訓
練
等
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
六
年
」
と
あ
る
の
は
「
九
年
」
と
す
る
。

（
職
業
訓
練
受
講
手
当
の
支
給
を
受
け
る
特
定
求
職
者
に
対
す
る
貸
付
け
に
係
る
保
証
を
行
う
一
般
社
団
法
人
等
へ
の
補
助
）

第
十
六
条
　
第
十
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
職
業
訓
練
受
講
手
当
の
支
給
を
受
け
る
特
定
求
職
者
の
認
定
職
業
訓
練
等
の
受
講
を
容
易
に
す
る
た
め
の
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
保
証
を
行
う
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
に

対
し
て
、
当
該
保
証
に
要
す
る
経
費
の
一
部
補
助
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
手
続
）

第
十
七
条
　
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
求
職
者
は
、
当
該
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
に
係
る
給
付
金
支
給
単
位
期
間
が
終
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
一
月
以
内
で
当
該
特
定
求
職
者
の
住
所
又
は
居
所

を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
（
以
下
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
と
い
う
。
）
の
長
の
指
定
す
る
日
に
当
該
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
し
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
支
給
申
請
書
（
様
式
第
三
号
）
に
第
二
十
一
条
第
二
項
に
規

定
す
る
就
職
支
援
計
画
書
（
様
式
第
四
号
）
そ
の
他
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
返
還
等
）

第
十
八
条
　
法
第
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
返
還
又
は
納
付
を
命
ぜ
ら
れ
た
金
額
を
徴
収
す
る
場
合
に
は
、
都
道
府
県
労
働
局
労
働
保
険
特
別
会
計
歳
入
徴
収
官
（
次
条
に
お
い
て
「
歳
入
徴
収
官
」
と
い
う
。
）
は
、
納

期
限
を
指
定
し
て
納
入
の
告
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
納
入
の
告
知
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
指
定
さ
れ
た
納
期
限
ま
で
に
、
当
該
納
入
の
告
知
に
係
る
金
額
を
日
本
銀
行
（
本
店
、
支
店
、
代
理
店
及
び
歳
入
代
理
店
を
い
う
。
）
又
は
都
道
府
県
労
働
局
労
働
保
険
特

別
会
計
収
入
官
吏
（
第
二
十
条
に
お
い
て
「
収
入
官
吏
」
と
い
う
。
）
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条
　
歳
入
徴
収
官
は
、
法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
徴
収
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
督
促
状
を
発
す
る
と
き
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
十
四
日
以
内
の
期
限
を
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
条
　
法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
徴
収
法
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
滞
納
処
分
の
た
め
財
産
差
押
え
を
す
る
収
入
官
吏
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
（
様
式
第
五
号
）
を
携
帯
し
、
関
係
者
に
提
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
　
就
職
支
援
計
画
書
の
作
成
等

（
就
職
支
援
計
画
書
の
作
成
）

第
二
十
一
条
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
就
職
支
援
計
画
を
作
成
し
た
場
合
に
は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
と
併
せ
て
、
特
定
求
職
者
に
対
し
、
こ
れ
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
前
項
の
就
職
支
援
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
就
職
支
援
計
画
書
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
特
定
求
職
者
が
受
講
す
る
認
定
職
業
訓
練
等

二
　
当
該
特
定
求
職
者
が
受
け
る
職
業
指
導
及
び
職
業
紹
介

三
　
前
号
の
措
置
を
受
け
る
た
め
に
当
該
特
定
求
職
者
が
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
す
べ
き
日

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
求
職
者
の
就
職
を
容
易
に
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

（
法
第
十
一
条
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
）

第
二
十
二
条
　
法
第
十
一
条
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
に
よ
る
就
職
の
支
援
に
関
す
る
措
置
と
す
る
。

（
氏
名
変
更
等
の
届
出
）

第
二
十
三
条
　
就
職
支
援
計
画
書
の
交
付
を
受
け
た
特
定
求
職
者
は
、
そ
の
氏
名
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
を
変
更
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
務
の
委
嘱
）

第
二
十
四
条
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
特
定
求
職
者
の
申
出
に
よ
っ
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
行
う
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
に
関
す
る
事
務
を
他
の
公
共
職
業
安
定
所
長
に
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
委
嘱
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
当
該
委
嘱
に
係
る
特
定
求
職
者
に
つ
い
て
行
う
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
は
、
第
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
委
嘱
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所

長
が
行
う
。

３
　
前
二
項
の
場
合
に
お
け
る
前
章
及
び
こ
の
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
委
嘱
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
長
」
と
、
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の

は
「
委
嘱
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
」
と
す
る
。

第
四
章
　
雑
則

（
権
限
の
委
任
）

第
二
十
五
条
　
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な

い
。

一
　
法
第
四
条
第
二
項
、
法
第
十
五
条
第
一
項
及
び
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
　
認
定
職
業
訓
練
が
行
わ
れ
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長

二
　
法
第
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
　
特
定
求
職
者
の
住
所
又
は
居
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
（
次
項
に
お
い
て
「
管
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
い
う
。
）

２
　
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
権
限
は
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
管
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

（
帳
簿
の
備
付
け
）

第
二
十
六
条
　
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
は
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
帳
簿
を
備
え
付
け
、
こ
れ
に
当
該
認
定
職
業
訓
練
の
実
施
日
、
受
講
者
そ
の
他
の
認
定
職
業
訓
練
に
関
す
る
事
項
を

記
載
す
る
と
と
も
に
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
終
了
後
六
年
間
、
こ
れ
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２
　
前
項
の
帳
簿
は
、
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）

を
も
っ
て
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
立
入
検
査
の
証
明
書
）

第
二
十
七
条
　
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
様
式
第
六
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
関
す
る
事
務
を
行
う
機
構
の
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
様
式
第
七
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
機
構
に
よ
る
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
等
に
対
す
る
立
入
検
査
等
の
結
果
の
通
知
）

第
二
十
八
条
　
法
第
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
行
う
質
問
又
は
立
入
検
査
の
結
果
の
通
知
は
、
様
式
第
八
号
に
よ
る
通
知
書
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
船
員
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に
関
す
る
特
例
）

第
二
十
九
条
　
船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
船
員
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に
関
し
て
は
、
第
二
条
第
一
号
ロ
の
（
１
）
中
「
公
共
職
業
安
定
所
長
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
運
輸
局

（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
長
」
と
、
同
条
第
二
号
、
第
十
一
条
第
一
項
及
び

第
三
項
、
第
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
十
四
条
の
見
出
し
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
五
条
第
二
項
並
び
に
第
二
十
四
条
中
「
公
共
職
業
安
定
所
長
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
運
輸
局
の
長
」
と
、
第
二
条
第
十
五
号
中
「
公
共

職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
運
輸
局
」
と
、
第
十
七
条
中
「
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
」
と
、
同
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
地
方
運
輸
局
」
と
、
第
二
十
四
条
第
三
項
中
「
委
嘱
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は
「
委
嘱
を
受
け
た
地
方
運
輸
局
」
と
す
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
及
び
附
則
第
七
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
相
当
認
定
を
受
け
た
職
業
訓
練
が
認
定
職
業
訓
練
と
み
な
さ
れ
な
い
事
由
）

第
二
条
　
法
附
則
第
三
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
相
当
認
定
に
係
る
職
業
訓
練
が
法
第
四
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
特
例
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
の
特
例
等
）

第
三
条
　
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
者
が
令
和
二
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
終
了
し
た
認
定
職
業
訓
練
（
次
項
に
お
い
て
「
特
例
認
定
職
業
訓
練
」
と
い
う
。
）
の
実
績
を
有
す
る
場
合
の
第
二
条
第
一
号

ロ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ロ
（
１
）
中
「
三
月
」
と
あ
る
の
は
「
三
月
（
令
和
二
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
終
了
し
た
認
定
職
業
訓
練
の
場
合
は
六
月
）
」
と
、
「
四
月
」
と
あ
る
の
は
「
四
月
（
令

和
二
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
終
了
し
た
認
定
職
業
訓
練
の
場
合
は
七
月
）
」
と
、
同
号
ロ
（
２
）
中
「
（
１
）
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
（
１
）
」
と
、
同
号
ロ
（
３
）

中
「
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
機
構
に
提
出
す
る
当
該
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
就
職
状
況
報
告
書
に
お
け
る
当
該
認
定
職
業
訓
練
の
修
了
者
等
の
就
職
率
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
認
定
職
業
訓
練
の
修
了
者
等
の
就
職
率
」
と
、
「
（
１
）
」

と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
（
１
）
」
と
す
る
。

２
　
特
例
認
定
職
業
訓
練
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
、
認
定
職
業
訓
練
実
施
付
加
奨
励
金
を
支
給
す
る
場
合
に
お
け
る
第
八
条
第
四
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
就
職
率
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
ら
れ
た
第
二
条
第
一
号
ロ
（
１
）
に
規
定
す
る
就
職
率
」
と
す
る
。

３
　
前
項
に
規
定
す
る
者
が
同
項
の
規
定
に
よ
る
読
替
え
前
の
第
八
条
第
四
項
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
を
特
例
認
定
職
業
訓
練
が
行
わ
れ
た
施
設
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
申
し
出
た
と
き
は
、

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
適
用
を
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
職
業
訓
練
実
施
付
加
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
認
定
職
業
訓
練
実
施
付
加
奨
励
金
の
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
支

給
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
実
施
付
加
奨
励
金
の
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

（
特
例
期
間
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
の
特
例
等
）

第
三
条
の
二
　
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
一
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
（
次

項
に
お
い
て
「
特
例
期
間
」
と
い
う
。
）
に
申
請
職
業
訓
練
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
第
二
条
第
一
号
イ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
中
「
当
該
申
請
職
業
訓
練
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
日
か
ら
遡
っ
て
三
年
間
に
お

い
て
、
当
該
申
請
職
業
訓
練
と
同
程
度
の
訓
練
期
間
及
び
訓
練
時
間
の
職
業
訓
練
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
申
請
職
業
訓
練
と
同
程
度
の
訓
練
期
間
及
び
訓
練
時
間
の
職
業
訓
練
（
そ
の
終
了
し
た
日
が
当
該
申
請
職
業
訓
練
を
開
始
し

よ
う
と
す
る
日
か
ら
三
年
以
上
前
で
あ
る
場
合
は
、
認
定
職
業
訓
練
に
限
る
。
）
」
と
す
る
。

２
　
特
例
期
間
に
、
介
護
分
野
及
び
障
害
福
祉
分
野
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
で
あ
っ
て
、
厚
生
労
働
省
人
材
開
発
統
括
官
が
定
め
る
も
の
を
開
始
し
た
場
合
の
第
八
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
六
万

円
」
と
あ
る
の
は
「
七
万
円
」
と
、
同
号
ロ
中
「
三
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
千
五
百
円
」
と
、
「
六
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
七
万
円
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
五
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
六
万
円
」
と
、
同
号
ロ
中
「
二
千
五
百

円
」
と
あ
る
の
は
「
三
千
円
」
と
、
「
五
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
六
万
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
の
三
　
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
二
号
。
次
条
に
お
い
て
「
令
和
五
年
改
正
省
令
」
と
い
う
。
）
の
施

行
の
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
開
始
し
た
情
報
処
理
分
野
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
人
材
開
発
統
括
官
が
定
め
る
も
の
を
実
施
し
た
場
合
の
第
八
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
第
一
号
イ
中
「
六
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
六
万
五
千
円
、
七
万
円
又
は
八
万
円
」
と
、
同
号
ロ
中
「
三
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
千
二
百
五
十
円
、
三
千
五
百
円
又
は
四
千
円
」
と
、
「
六
万
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
六

万
円
」
と
あ
る
の
は
「
六
万
五
千
円
を
超
え
る
場
合
（
当
該
基
礎
訓
練
を
受
講
し
た
特
定
求
職
者
等
一
人
に
つ
き
三
千
二
百
五
十
円
に
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
基
礎
訓
練
の
実
施
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
が

六
万
五
千
円
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
六
万
五
千
円
、
七
万
円
を
超
え
る
場
合
（
当
該
基
礎
訓
練
を
受
講
し
た
特
定
求
職
者
等
一
人
に
つ
き
三
千
五
百
円
に
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
基
礎
訓
練

の
実
施
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
が
七
万
円
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
七
万
円
、
八
万
円
を
超
え
る
場
合
（
当
該
基
礎
訓
練
を
受
講
し
た
特
定
求
職
者
等
一
人
に
つ
き
四
千
円
に
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け

る
当
該
基
礎
訓
練
の
実
施
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
が
八
万
円
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
八
万
円
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
五
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
五
万
五
千
円
、
六
万
円
又
は
七
万
円
」
と
、
同
号
ロ
中
「
二
千
五

百
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
千
七
百
五
十
円
、
三
千
円
又
は
三
千
五
百
円
」
と
、
「
五
万
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
五
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
五
万
五
千
円
を
超
え
る
場
合
（
当
該
実
践
訓
練
を
受
講
し
た
特
定
求
職
者
等
一
人
に

つ
き
二
千
七
百
五
十
円
に
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
実
践
訓
練
の
実
施
日
数
（
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
実
践
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
日
数
か
ら
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日
曜
日
等
の
日
数
を
減
じ
た
日
数
）
を
乗
じ
て
得
た
額
が
五
万
五
千
円
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
五
万
五
千
円
、
六
万
円
を
超
え
る
場
合
（
当
該
実
践
訓
練
を
受
講
し
た
特
定
求
職
者
等
一
人
に
つ
き
三
千
円
に
当
該
基

本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
実
践
訓
練
の
実
施
日
数
（
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
実
践
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
日
数
か
ら
日
曜
日
等
の
日
数
を
減
じ
た
日
数
）

を
乗
じ
て
得
た
額
が
六
万
円
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
六
万
円
、
七
万
円
を
超
え
る
場
合
（
当
該
実
践
訓
練
を
受
講
し
た
特
定
求
職
者
等
一
人
に
つ
き
三
千
五
百
円
に
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該

実
践
訓
練
の
実
施
日
数
（
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
実
践
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
日
数
か
ら
日
曜
日
等
の
日
数
を
減
じ
た
日
数
）
を
乗
じ
て
得
た
額
が
七
万
円
を
超
え
る

場
合
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
七
万
円
」
と
す
る
。

第
三
条
の
四
　
令
和
五
年
改
正
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
開
始
し
た
情
報
通
信
分
野
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
人
材
開
発
統
括
官
が
定
め
る
も
の
を
実
施
し
た
場
合
の
第
八
条

第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
六
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
六
万
五
千
円
又
は
七
万
円
」
と
、
同
号
ロ
中
「
三
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
千
二
百
五
十
円
又
は
三
千
五
百
円
」
と
、
「
六
万
円
を
超
え
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
六
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
六
万
五
千
円
を
超
え
る
場
合
（
当
該
基
礎
訓
練
を
受
講
し
た
特
定
求
職
者
等
一
人
に
つ
き
三
千
二
百
五
十
円
に
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
基
礎
訓
練
の
実
施
日
数
を

乗
じ
て
得
た
額
が
六
万
五
千
円
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
六
万
五
千
円
、
七
万
円
を
超
え
る
場
合
（
当
該
基
礎
訓
練
を
受
講
し
た
特
定
求
職
者
等
一
人
に
つ
き
三
千
五
百
円
に
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け

る
当
該
基
礎
訓
練
の
実
施
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
が
七
万
円
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
七
万
円
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
五
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
五
万
五
千
円
又
は
六
万
円
」
と
、
同
号
ロ
中
「
二
千
五
百
円
」
と

あ
る
の
は
「
二
千
七
百
五
十
円
又
は
三
千
円
」
と
、
「
五
万
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
五
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
五
万
五
千
円
を
超
え
る
場
合
（
当
該
実
践
訓
練
を
受
講
し
た
特
定
求
職
者
等
一
人
に
つ
き
二
千
七
百
五
十
円
に

当
該
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
実
践
訓
練
の
実
施
日
数
（
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
実
践
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
日
数
か
ら
日
曜
日
等
の
日
数
を
減
じ

た
日
数
）
を
乗
じ
て
得
た
額
が
五
万
五
千
円
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
五
万
五
千
円
、
六
万
円
を
超
え
る
場
合
（
当
該
実
践
訓
練
を
受
講
し
た
特
定
求
職
者
等
一
人
に
つ
き
三
千
円
に
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間

に
お
け
る
当
該
実
践
訓
練
の
実
施
日
数
（
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
実
践
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
日
数
か
ら
日
曜
日
等
の
日
数
を
減
じ
た
日
数
）
を
乗
じ
て
得
た
額
が
六

万
円
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
六
万
円
」
と
す
る
。

第
三
条
の
五
　
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
六
十
三
号
。
次
条
第
一
項

に
お
い
て
「
令
和
四
年
改
正
省
令
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
開
始
し
た
情
報
処
理
分
野
又
は
情
報
通
信
分
野
に
係
る
第
二
条
第
十
二
号
に
規
定
す
る
実
習
を
含
む
認
定
職
業
訓
練
で
あ
っ

て
厚
生
労
働
省
人
材
開
発
統
括
官
が
定
め
る
も
の
を
実
施
し
た
場
合
は
、
特
定
求
職
者
等
に
対
し
認
定
職
業
訓
練
を
適
切
に
行
っ
た
者
に
対
し
て
、
実
習
促
進
奨
励
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
実
習
促
進
奨
励
金
は
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
受
講
し
た
特
定
求
職
者
等
一
人
に
つ
き
二
万
円
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
の
六
　
第
八
条
第
一
項
及
び
前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
令
和
四
年
改
正
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
開
始
し
た
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
情
報
処
理
分
野
又
は
情
報

通
信
分
野
に
係
る
特
定
求
職
者
等
が
受
講
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
認
定
職
業
訓
練
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
人
材
開
発
統
括
官
が
定
め
る
も
の
を
実
施
し
た
場
合
は
、
特
定
求
職
者
等
に
対
し
認
定
職
業

訓
練
を
適
切
に
行
っ
た
者
に
対
し
て
、
情
報
通
信
機
器
整
備
奨
励
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
情
報
通
信
機
器
整
備
奨
励
金
は
、
全
て
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
中
の
前
項
に
規
定
す
る
措
置
に
要
し
た
経
費
の
額
（
一
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
受
講
し
た
特

定
求
職
者
等
一
人
に
つ
き
一
万
五
千
円
を
限
度
と
す
る
。
）
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
の
七
　
第
八
条
第
一
項
及
び
前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
号
）
の
施

行
の
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
開
始
し
た
介
護
分
野
及
び
障
害
福
祉
分
野
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
人
材
開
発
統
括
官
が
定
め
る
も
の
を
実
施
し
た
場
合
は
、
特
定
求
職
者
等
に
対
し
認
定

職
業
訓
練
を
適
切
に
行
っ
た
者
に
対
し
て
、
職
場
見
学
等
促
進
奨
励
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
職
場
見
学
等
促
進
奨
励
金
は
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
受
講
し
た
特
定
求
職
者
等
一
人
に
つ
き
一
万
円
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
職
業
訓
練
の
実
施
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
認
定
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
習
得
さ
れ
る
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
と
同
等
の
技
能
及
び
知
識
が
習
得
さ
れ
る
職
業
訓
練
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
行
っ
た
者
に

つ
い
て
は
、
第
二
条
第
一
号
ロ
（
１
）
及
び
同
号
リ
（
３
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
認
定
職
業
訓
練
を
行
っ
た
者
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
ロ
本
文
中
「
認
定
職
業
訓
練
（
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認

定
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
四
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
職
業
訓
練
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
附
則
第
四
条
職
業
訓
練
」
と
い
う
。
）
」
と
し
、
同
ロ
（
１
）
本
文
中
「
割
合
（
当

該
認
定
職
業
訓
練
が
終
了
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
っ
た
者
が
機
構
に
届
け
出
た
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
」
と
あ
る
の
は
「
割
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
」
と
、
「
当
該
認
定
職
業
訓
練
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
附
則
第
四
条
職
業
訓
練
」
と
、
「
単
位
の
認
定
職
業
訓
練
」
と
あ
る
の
は
「
単
位
の
附
則
第
四
条
職
業
訓
練
」
と
、
「
（
修
了
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
修
了
者
」
と
、
「
雇
用
保
険

法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
と
な
っ
た
者
及
び
同
法
第
五
条
第
一
項
の
適
用
事
業
の
事
業
主
と
な
っ
た
者
」
と
あ
る
の
は

「
就
職
し
た
者
及
び
自
営
業
者
と
な
っ
た
者
の
数
並
び
に
就
職
理
由
退
校
者
」
と
、
「
知
識
（
以
下
「
基
礎
的
技
能
」
と
い
う
。
）
を
付
与
す
る
た
め
の
認
定
職
業
訓
練
（
以
下
「
基
礎
訓
練
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
知
識
を
付
与

す
る
た
め
の
附
則
第
四
条
職
業
訓
練
」
と
、
「
基
礎
訓
練
か
ら
基
礎
的
技
能
等
並
び
に
実
践
的
な
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
を
付
与
す
る
た
め
の
認
定
職
業
訓
練
（
以
下
「
実
践
訓
練
」
と
い
う
。
）
ま
で
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
当

該
附
則
第
四
条
職
業
訓
練
か
ら
」
と
、
「
指
示
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
認
め
た
」
と
、
「
次
に
掲
げ
る
認
定
職
業
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
二
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
連
続
す
る
二
以
上
」
と
、
「
次
に
定
め
る
割
合
」
と
あ
る
の
は
「
百
分

の
三
十
」
と
し
、
同
（
１
）
た
だ
し
書
、
（
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｉ
）
は
適
用
せ
ず
、
同
号
リ
（
３
）
中
「
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
職
務
の
遂
行
に
関
し
重
大
な
不
正
の
行
為
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
同
条
第
一
項
の
認
定
の
取
消
し
を
受
け
た
者
又
は
過
去
に
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
職
務
の
遂
行
に
関
し
重
大
な
不
正
の
行
為
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
が
同
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
い
も
の
と

厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
た
者
（
当
該
認
定
の
取
消
し
又
は
同
項
各
号
列
記
の
事
項
へ
の
不
適
合
（
以
下
こ
の
（
３
）
に
お
い
て
「
認
定
の
取
消
し
等
」
と
い
う
。
）
が
、
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府

県
以
外
の
区
域
内
に
お
い
て
行
っ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
認
定
の
取
消
し
等
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
に
よ
る
取
組
の
状
況
そ
の

他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
考
慮
し
て
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
当
該
認
定
の
取
消
し
等
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
に
つ
い
て
組
織
的
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
な
い
場
合
を
除
く
も
の
と
し
、
当
該
認
定
の
取
消
し
を
受
け
た
者
又
は
当
該
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
四
条
職
業
訓
練
に
係
る
職
務
の
遂
行
に
関
し
不
正
の
行
為
を
し
た
者
（
当
該
不
正
の
行
為
を

し
た
者
」
と
し
、
同
号
リ
（
４
）
中
「
（
３
）
の
重
大
な
不
正
の
行
為
を
理
由
と
し
て
」
と
あ
る
の
は
「
（
３
）
の
」
と
し
、
同
号
リ
（
５
）
中
「
（
３
）
の
重
大
な
不
正
の
行
為
を
し
た
こ
と
に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
（
３
）
の
」
と
す

る
。
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（
通
所
手
当
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
四
条
の
二
　
第
十
二
条
の
通
所
手
当
と
し
て
、
同
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
分
の
間
、
特
定
求
職
者
の
住
所
又
は
居
所
か
ら
訓
練
等
施
設
ま
で
の
距
離
が
相
当
程
度
長
い
た
め
、
訓
練
等
施
設
に
近
接
す
る
宿
泊
施
設
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
宿
泊
施
設
」
と
い
う
。
）
に
一
時
的
に
宿
泊
し
、
宿
泊
施
設
か
ら
訓
練
等
施
設
へ
通
所
す
る
者
（
宿
泊
施
設
を
利
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
対
し
て
支
給
す
る
も

の
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
通
所
手
当
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
当
た
り
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
合
計
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
一
時
的
宿
泊
の
場
合
の
費
用
合
計
額
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。
た
だ

し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
は
、
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
期
間
を
通
じ
て
一
往
復
分
を
限
度
と
し
て
支
給
し
、
一
時
的
宿
泊
の
場
合
の
費
用
合
計
額
が
四
万
二
千
五
百
円
を
超
え
る
と
き
は
、
四
万
二
千
五
百
円
と
す
る
。

一
　
特
定
求
職
者
の
住
所
又
は
居
所
か
ら
宿
泊
施
設
へ
の
移
動
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
宿
泊
施
設
へ
の
移
動
」
と
い
う
。
）
に
要
す
る
費
用
の
額
で
あ
っ
て
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら

ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
宿
泊
施
設
へ
の
移
動
の
た
め
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
等
を
負
担
す
る
場
合
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば
当
該
移
動
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
っ
て
、
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
い
で

徒
歩
に
よ
り
移
動
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
当
該
移
動
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合
及
び
ハ
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
当
該
交
通
機
関
等
の
利
用
区
間
に
つ
い
て
の
運
賃
等
の
額
で
あ
っ
て
、
最
も

低
廉
と
な
る
も
の
（
ハ
に
お
い
て
「
最
低
運
賃
等
額
」
と
い
う
。
）

ロ
　
宿
泊
施
設
へ
の
移
動
の
た
め
自
動
車
等
を
使
用
す
る
場
合
（
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
当
該
移
動
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
っ
て
、
自
動
車
等
を
使
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
移
動
す
る
も
の
と
し

た
場
合
の
当
該
移
動
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合
及
び
ハ
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
三
千
六
百
九
十
円
、
そ

の
他
の
場
合
に
あ
っ
て
は
五
千
八
百
五
十
円
（
指
定
地
域
に
居
住
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
八
千
十
円
）
を
当
該
移
動
の
あ
る
日
の
月
の

現
日
数
で
除
し
て
得
た
額

ハ
　
宿
泊
施
設
へ
の
移
動
の
た
め
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
等
を
負
担
し
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
場
合
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
、
又
は
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
当
該
移
動
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場

合
以
外
の
場
合
で
あ
っ
て
、
交
通
機
関
等
を
利
用
せ
ず
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
利
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
移
動
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
当
該
移
動
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
　
イ
に
掲

げ
る
額
と
ロ
に
掲
げ
る
額
と
の
合
計
額
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば
移
動
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
っ
て
、
通
常
徒
歩
に
よ
る
こ
と
が
例
で
あ
る
距
離
内
に
お
い
て
の
み
交
通
機
関
等
を
利
用

し
て
い
る
場
合
又
は
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
移
動
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
っ
て
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
最
低
運
賃
等
額

が
ロ
に
掲
げ
る
額
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
イ
に
掲
げ
る
額
、
最
低
運
賃
等
額
が
ロ
に
掲
げ
る
額
未
満
で
あ
る
場
合
に
は
ロ
に
掲
げ
る
額
）

二
　
宿
泊
施
設
か
ら
訓
練
等
施
設
へ
の
通
所
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
訓
練
等
施
設
へ
の
通
所
」
と
い
う
。
）
に
要
す
る
費
用
の
額
で
あ
っ
て
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ

る
額

イ
　
訓
練
等
施
設
へ
の
通
所
の
た
め
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
等
を
負
担
す
る
場
合
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば
当
該
通
所
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
っ
て
、
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
い

で
徒
歩
に
よ
り
通
所
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
当
該
通
所
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合
及
び
ハ
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
当
該
交
通
機
関
等
の
利
用
区
間
に
つ
い
て
の
一
箇
月
の
運
賃
等
の
額
に
相

当
す
る
額
（
ハ
に
お
い
て
「
宿
泊
施
設
か
ら
訓
練
等
施
設
へ
通
所
す
る
場
合
の
運
賃
等
相
当
額
」
と
い
う
。
）

ロ
　
訓
練
等
施
設
へ
の
通
所
の
た
め
自
動
車
等
を
使
用
す
る
場
合
（
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
当
該
通
所
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
っ
て
、
自
動
車
等
を
使
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
所
す
る
も
の
と

し
た
場
合
の
当
該
通
所
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合
及
び
ハ
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
三
千
六
百
九
十
円
、

そ
の
他
の
場
合
に
あ
っ
て
は
五
千
八
百
五
十
円

ハ
　
訓
練
等
施
設
へ
の
通
所
の
た
め
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
等
を
負
担
し
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
場
合
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
、
又
は
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
当
該
通
所
が
著
し
く
困
難
で
あ
る

場
合
以
外
の
場
合
で
あ
っ
て
、
交
通
機
関
等
を
利
用
せ
ず
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
利
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
所
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
当
該
通
所
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
　
イ
に

掲
げ
る
額
と
ロ
に
掲
げ
る
額
と
の
合
計
額
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
っ
て
、
通
常
徒
歩
に
よ
る
こ
と
が
例
で
あ
る
距
離
内
に
お
い
て
の
み
交
通
機
関
等
を
利

用
し
て
い
る
場
合
又
は
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
っ
て
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
宿
泊
施
設
か

ら
訓
練
等
施
設
へ
通
所
す
る
場
合
の
運
賃
等
相
当
額
が
ロ
に
掲
げ
る
額
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
イ
に
掲
げ
る
額
、
宿
泊
施
設
か
ら
訓
練
等
施
設
へ
通
所
す
る
場
合
の
運
賃
等
相
当
額
が
ロ
に
掲
げ
る
額
未
満
で
あ
る
場
合
に
は
ロ

に
掲
げ
る
額
）

３
　
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
運
賃
等
相
当
額
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
最
低

運
賃
等
額
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
二
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
運
賃
等
相
当
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
四
条

の
二
第
二
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
宿
泊
施
設
か
ら
訓
練
等
施
設
へ
通
所
す
る
場
合
の
運
賃
等
相
当
額
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
事
務
の
委
嘱
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
四
条
の
三
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
当
分
の
間
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
求
職
者
の
申
出
に
よ
っ
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
行
う
就
職
支
援
計
画
書
の
作
成
及
び
交

付
に
関
す
る
事
務
を
そ
の
者
が
就
職
を
希
望
す
る
地
域
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
長
で
あ
っ
て
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
委
嘱
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
当
該
委
嘱
に
係
る
特
定
求
職
者
に
つ
い
て
行
う
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
並
び
に
就
職
支
援
計
画
書
の
作
成
及
び
交
付
に
関
す
る
事
務
は
、
第
十
七
条
、
第

二
十
一
条
及
び
第
二
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
委
嘱
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
長
が
行
う
。

３
　
前
二
項
の
場
合
に
お
け
る
第
二
章
及
び
第
三
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
委
嘱
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
長
」
と
、
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る

の
は
「
委
嘱
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
」
と
す
る
。

（
船
員
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に
関
す
る
特
例
）

第
四
条
の
四
　
船
員
職
業
安
定
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
船
員
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に
関
し
て
は
、
前
条
第
一
項
中
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は
「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
求
職
者

の
住
所
又
は
居
所
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
第
三
項
に
お
い
て
「
管
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轄
地
方
運
輸
局
」
と
い
う
。
）
」
と
、
「
公
共
職
業
安
定
所
長
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支

局
の
事
務
所
を
含
む
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
長
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
地
方
運
輸
局
」
と
、
「
委
嘱
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は
「
委
嘱
を
受
け
た
地
方
運

輸
局
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
八
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
二
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八
条
の
二
及
び
第
九
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
（
職

業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
実
施
奨
励
金
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職

の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
七
条
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
実
施
奨
励
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
実
施
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
様
式
第
三
号
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書

類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
様
式
第
三
号
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
二
月
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
五
月
一
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
五
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
条
第
一
号
イ
及
び
同
号
ロ
（
４
）
の
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
以
後
に
開
始
し
よ
う
と
す
る

申
請
職
業
訓
練
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
申
請
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
認
定
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
し
よ
う
と

す
る
申
請
職
業
訓
練
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
様
式
第
六
号
及
び
第
七
号
に
よ
る
求
職
者
支
援
検
査
証
明
書
は
、
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
三
月
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
四
条
の
二
を
削
る
改
正
規
定
、
附
則
第
四
条
の
三
第
三
項
及
び
第
四
項
の
改
正
規
定
、
同
条
を
附
則
第
四
条
の

二
と
す
る
改
正
規
定
、
附
則
第
四
条
の
二
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
様
式
第
四
号
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
（
第
一
項
第
一
号
ロ
（
１
）
及
び
（
２
）
の
規
定
に
限
る
。
）

は
、
施
行
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
修
了
者
等
の
就
職
率
に
つ
い
て

適
用
し
、
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
の
修
了
者
等
の
就
職
率
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
者
が
施
行
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
の
実
績
及
び
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
の
実
績
を
有
す
る
場
合
の
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
二
条
第
一
項

第
一
号
ロ
（
１
）
中
「
当
該
認
定
職
業
訓
練
が
終
了
し
た
日
か
ら
起
算
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
認
定
職
業
訓
練
（
施
行
日
（
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
後
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練

に
限
る
。
）
が
終
了
し
た
日
か
ら
起
算
」
と
、
「
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
以
下
同
じ
。
）
又
は
修
了
者
の
う
ち
当
該
認
定
職
業
訓
練
（
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
に
限
る
。
）
が
終
了
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
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を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
就
職
し
た
者
及
び
自
営
業
者
と
な
っ
た
者
の
数
並
び
に
就
職
理
由
退
校
者
の
合
計
数
が
、
修
了
者
（
基
礎
訓
練
の
修
了
者
の
う
ち
連
続
受
講
を
す
る
者
を
除
く
。
）
の
数
及
び
就
職
理
由
退
校
者
の
数
の
合

計
数
に
占
め
る
割
合
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
改
正
前
の
就
職
率
」
と
い
う
。
）
」
と
、
「
百
分
の
三
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
三
十
（
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
改
正
前
の
就
職
率
が
百
分
の
四
十

五
）
」
と
、
「
百
分
の
三
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
三
十
五
（
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
改
正
前
の
就
職
率
が
百
分
の
五
十
）
」
と
、
同
号
ロ
（
２
）
中
「
当
該
認
定
職
業
訓
練
の
修
了
者
等
の
就
職

率
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
認
定
職
業
訓
練
（
施
行
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
に
限
る
。
）
の
修
了
者
等
の
就
職
率
又
は
当
該
認
定
職
業
訓
練
（
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
に
限
る
。
）
の
修
了
者
等
の
改
正

前
の
就
職
率
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
　
新
規
則
第
八
条
第
一
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
実
施
基
本
奨
励
金
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
実
施
基
本
奨
励
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
実
施
基
本
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

２
　
新
規
則
第
八
条
第
四
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
実
施
付
加
奨
励
金
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
実
施
付
加
奨
励
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
実
施
付
加
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

第
四
条
　
新
規
則
第
十
一
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
又
は
公
共
職
業
訓
練
等
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
職
業
訓
練
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
特
定
求
職
者
に
係
る
職
業
訓
練
受

講
手
当
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
条
に
規
定
す
る
職
業
訓
練
受
講
手
当
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓

練
等
を
受
け
る
特
定
求
職
者
に
係
る
職
業
訓
練
受
講
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
様
式
第
二
号
か
ら
様
式
第
四
号
ま
で
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ

り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
規
則
様
式
第
二
号
か
ら
様
式
第
四
号
ま
で
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
旧
様
式
に
よ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
一
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
様
式
第
三
号
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
職

業
訓
練
受
講
給
付
金
支
給
申
請
書
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
様
式
第
三
号
に
よ
る
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
支
給
申
請
書
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
旧
様
式
に
よ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
番
号
利
用
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
十
月
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
六
条
、
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
、
第
十
七
条
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
及
び
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
の
規
定
　
番
号
利
用
法
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る

規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
）

（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
に
よ
る
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
支
給
申
請
書
（
次

項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
に
よ
る
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
支
給
申
請
書
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
は
、
当
分
の
間
、
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

同
令
第
十
三
号
に
規
定
す
る
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
七
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
勤
労
青
少
年
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
七
十
二
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
六
号
）
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
改
正
規
定
、
第
二
条
第
一
号
ロ
（
１
）
の
改
正
規
定
（
「
修
了
者
（
」
の
下
に
「
当
該
認
定
職
業
訓
練
が
終

了
し
た
日
に
お
い
て
六
十
五
歳
以
上
の
者
及
び
」
を
加
え
る
部
分
及
び
「
当
該
認
定
職
業
訓
練
に
つ
い
て
、
」
の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
（
１
）
に
た
だ
し
書
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
号
ロ
（
３
）
を
同

号
ロ
（
４
）
と
す
る
改
正
規
定
、
同
号
ロ
（
２
）
の
改
正
規
定
、
同
号
ロ
（
２
）
を
同
号
ロ
（
３
）
と
す
る
改
正
規
定
、
同
号
ロ
（
１
）
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
、
附
則
第
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
平
成
二
十
八

年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
附
則
第
三
条
の
三
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
四
条
の
改
正
規
定
（
「
同
（
１
）
（
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｉ
）
」
を
「
同
（
１
）
た
だ
し
書
、
（
ｉ
）
及

び
（
ｉ
ｉ
）
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
（
第
二
条
第
一
号
ロ
（
１
）
の
改
正
規
定
（
「
修
了
者
（
」
の
下
に
「
当
該
認
定
職
業
訓
練
が
終
了
し
た
日
に
お
い
て
六
十
五
歳
以
上
の
者
及
び
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓

練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す

る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
修
了
者
等
の
就
職
率
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開

始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
の
修
了
者
等
の
就
職
率
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
（
第
二
条
第
一
号
ロ
（
１
）
の
改
正
規
定
（
「
当
該
認
定
職
業
訓
練
に
つ
い
て
、
」
の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
（
１
）
に
た
だ
し
書
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
号
ロ
（
３
）
を
同
号
ロ
（
４
）

と
す
る
改
正
規
定
、
同
号
ロ
（
２
）
の
改
正
規
定
、
同
号
ロ
（
２
）
を
同
号
ロ
（
３
）
と
す
る
改
正
規
定
、
同
号
ロ
（
１
）
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
、
附
則
第
三
条
の
三
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
四
条
の
規
定
（
「
同

（
１
）
（
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｉ
）
」
を
「
同
（
１
）
た
だ
し
書
、
（
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｉ
）
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

二
条
の
規
定
は
、
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
者
が
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
の
実
績
を
有
す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
条
及
び
第
十
二
条
の
二
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業

訓
練
等
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
特
定
求
職
者
に
係
る
職
業
訓
練

受
講
給
付
金
（
法
第
七
条
に
規
定
す
る
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
特
定
求
職
者
に
係
る
職
業
訓
練
受
講
給

付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
三
号
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使

用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
規
則
様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
三
号
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
旧
様
式
に
よ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
〇
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
改
正
後
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
ロ
（
１
）
の
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
二
日
以
後

に
終
了
し
た
認
定
職
業
訓
練
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
修
了
者
等
の
就
職
率
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に

終
了
し
た
認
定
職
業
訓
練
の
修
了
者
等
の
就
職
率
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
改
正
後
規
則
附
則
第
三
条
第
一
項
及
び
第
三
条
の
三
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
開
始
し
よ
う
と
す
る
申
請
職
業
訓
練
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
第
二
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
申
請
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
認
定
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
し
よ
う
と
す
る
申
請
職
業
訓
練
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
七
月
一
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
厚
生
労
働
省
組
織
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
九
年
政
令
第
百
八
十
五
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
九
年
七
月
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
九
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
七
月
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十
一
号
）
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
三
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
二
号
）
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
開
始
し
よ
う
と
す
る
申
請
職
業
訓
練
（
職

業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
申
請
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
認
定
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
し
よ
う
と
す
る
申
請
職
業
訓
練

の
認
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
三
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条
　
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
九
条
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百

二
条
の
二
に
規
定
す
る
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
雇
用
保
険
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
不
正
受
給
を
行
う
認

定
職
業
訓
練
を
行
う
者
」
と
い
う
。
）
に
適
用
し
、
施
行
日
前
に
不
正
受
給
を
行
う
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の
と

み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
八
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
一
月
一
日
（
次
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
ロ
（
１
）
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職

業
訓
練
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
修
了
者
等
の
就
職
率
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職

業
訓
練
の
修
了
者
等
の
就
職
率
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
新
規
則
第
二
条
第
一
号
ロ
（
４
）
及
び
第
五
条
の
規
定
並
び
に
様
式
第
二
号
の
様
式
は
、
施
行
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
就
職
状
況
報
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係

る
就
職
状
況
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
九
月
一
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
九
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
条
、
第
三
条
の
三
及
び
第
三
条
の
四
に
係
る
改
正
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後

に
開
始
し
よ
う
と
す
る
申
請
職
業
訓
練
（
規
則
第
二
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
申
請
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
認
定
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
し
よ
う
と
す
る
申
請
職
業
訓
練
の
認

定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
行
わ
れ
た
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
規
則
附
則
第
三
条
の
三
又
は
第
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
申
請
職
業
訓
練
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
七
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
附
則
第
三
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
申
出
が
あ
っ
た
認
定
職
業
訓
練

（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
七
号
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
を
い
う
。
）
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
実
施
付
加
奨
励
金
（
職
業
訓
練
の

実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
実
施
付
加
奨
励
金
を
い
う
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
二
月
一
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
申
請
職
業
訓
練
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ

る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
申
請
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求

職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
申
請
職
業
訓
練
と
み
な
し
て
、
新
規
則
第
二
条
第
一
号
ロ
（
２
）
及
び
（
４
）
並
び
に
新
規

則
附
則
第
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
申
請
職
業
訓
練
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ

る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
申
請
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求

職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
申
請
職
業
訓
練
と
み
な
し
て
、
新
規
則
附
則
第
三
条
の
五
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
九
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
申
請
職
業
訓
練
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ

る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
申
請
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求

職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
申
請
職
業
訓
練
と
み
な
し
て
、
新
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
二
月
二
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
九
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
求
訓
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
申
請

が
あ
っ
た
申
請
職
業
訓
練
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
申
請
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
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に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
新
求
訓
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
申
請
職
業
訓
練
と
み
な

し
て
、
新
求
訓
則
附
則
第
三
条
の
四
の
二
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
求
訓
則
様
式
第
三
号
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
新
求
訓
則
様
式
第
三
号
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
求
訓
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
条
第
一
項
に

規
定
す
る
職
業
訓
練
に
つ
い
て
の
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
求
訓
則
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
申
請
職
業
訓
練
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
申
請
職
業
訓

練
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第

一
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
申
請
職
業
訓
練
と
み
な
し
て
、
新
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
十
九
条
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
一
条
の
三
か
ら
第
三
十
一
条
の
六
ま
で
、
第
百
四
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
附
則
第
二
十
七
条
の
改
正
規
定
並
び
に
様
式
第
十
二
号
、
様
式
第
十
六
号
及

び
様
式
第
十
七
号
の
改
正
規
定
並
び
に
第
五
条
及
び
第
八
条
の
規
定
　
令
和
四
年
七
月
一
日

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
二
月
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
申
請
職
業
訓
練
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ

る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
申
請
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求

職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
申
請
職
業
訓
練
と
み
な
し
て
、
新
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
の
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特

定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
次
項
及
び
第
三
条
に
お
い
て
「
旧
求
訓
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
条
の
七
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
求
訓
則
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
申
請
職
業
訓
練
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
申
請
職
業
訓

練
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
新
求
訓
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
に

よ
り
申
請
が
あ
っ
た
申
請
職
業
訓
練
と
み
な
し
て
、
新
求
訓
則
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３
　
新
求
訓
則
の
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
に
係
る
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
等
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項
に
規
定

す
る
認
定
職
業
訓
練
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
特
定
求
職
者
に
係
る
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
特
定
求

職
者
に
係
る
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
求
訓
則
様
式
第
三
号
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
新
求
訓
則
様
式
第
三
号
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
申
請
職
業
訓
練
（
同
令
第
二
条
第
一
号
イ
に

規
定
す
る
申
請
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
同
令
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
申
請
職

業
訓
練
と
み
な
し
て
、
新
規
則
附
則
第
三
条
の
三
及
び
第
三
条
の
四
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３
　
新
規
則
附
則
第
三
条
の
三
及
び
第
三
条
の
四
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
開
始
し
た
認
定
職
業
訓
練
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定

職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
人
材
開
発
統
括
官
が
定
め
る
も
の
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
実
施
基
本
奨
励
金
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
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施
行
規
則
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
実
施
基
本
奨
励
金
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
し
た
認
定
職
業
訓
練
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
人
材
開
発
統
括
官
が
定

め
る
も
の
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
実
施
基
本
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第
一
号
の
改
正
規
定
は
、
同
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
ロ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
開

始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
修
了
者
等
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に

よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
条
第
一
号
ロ
（
１
）
に
規
定
す
る
修
了
者
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
就
職
率
（
同
（
１
）
に
規
定
す
る
就
職
率
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
係
る
実
績
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
の
修
了
者
等
の
就
職
率
に
係
る
実
績
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
新
規
則
第
二
条
第
五
号
及
び
第
六
号
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
開
始
し
よ
う
と
す
る
申
請
職
業
訓
練
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る

申
請
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
認
定
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
し
よ
う
と
す
る
申
請
職
業
訓
練
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
様
式
第
一
号
及
び
第
三
号
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使

用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
規
則
様
式
第
一
号
及
び
第
三
号
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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様
式
第
１
号
（
第
１
条
関
係
）
（
表
面
）

様式第1号(第1条関係)(表面) 

                                                     (様式A―16) 

令和  年  月  日    

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 理事長 殿 

 

(申請者)                       

フリガナ                           

所在地                            

フリガナ                           

商号又は名称                         

フリガナ                           

代表者役職名・氏名                      
 

職業訓練認定申請書 

 

    職業訓練の実施等による特定求職者の就職の支援に関する法律施行規則第1条の規定により、下記のとおり職業訓練の認定を

申請します。 

 

記 

   1 訓練の種別 (  )基礎訓練(基礎コース) 

          (  )実践訓練(実践コース) 

   2 訓練分野                           ※該当する分野(1つ)にチェックを入れてください。 

   □02 IT分野 

   □03 営業・販売・事務分野 

   □04 医療事務分野 

   □05 介護・医療・福祉分野 

   □06 農業分野 

□07 林業分野 

□08 旅行・観光分野 

□09 警備・保安分野 

□10 クリエート(企画・創作)分野 

□11 デザイン分野 

□12 輸送サービス分野 

□13 エコ分野 

□14 調理分野 

□15 電気関連分野 

□16 機械関連分野 

□17 金属関連分野 

□18 建設関連分野 

□19 理容・美容関連分野 

□20 その他の分野 

 (          ) 
 

   ※ 新規   □(貴機関が初めて本分野の訓練を実施する場合はチェックしてください) 

   ※ 新規扱い □(上記のほか、下記のいずれかに該当する場合はチェックしてください) 

            1 貴機関が本分野の認定職業訓練を他の都道府県内で実施したことがあるが、本申請により認定職業訓練

を行おうとする都道府県内において初めて実施する場合 

            2 貴機関が本申請により認定職業訓練を行おうとする都道府県内において、すでに本分野について求職者

支援訓練等を実施しているが、雇用保険適用就職率の適用日が申請受付開始日の1年前の日が属する月の初

日から申請受付開始日までの期間に該当しない場合 

   3 訓練概要 

    (1) 訓練科名(40文字以内)                                         科 

    (2) 訓練期間    令和   年   月   日～令和   年   月   日(      か月)  

    (3) 受講者定員     名 

   4 訓練実施施設名                                                

    所 在 地                                                

   5 訓練実施機関番号              

   6 法人番号                  

  
社 会 保 険

労 務 士

記 載 欄 

作 成 年 月 日・提 出 代 行

者 ・ 事 務 代 理 者 の 表 示 
氏 名 電 話 番 号 

  
  

  

    ※機構処理欄 

  施設名：            担当者：         印  受理番号： 

 

申請書受理日： 
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様
式
第
１
号
（
第
１
条
関
係
）
（
裏
面
）

様式第1号(第1条関係)(裏面) 

 

(注 意 事 項) 

    1 申請内容は正しく記載してください。認定後、虚偽又は不正の申請を行ったこ

とが判明した場合には、認定の取消しを行うことや、訓練終了後の奨励金を支払

わないこと等、所要の措置を講ずることがあります。 

    2 3「訓練科名」は、訓練内容や訓練に係る職種が容易に分かるような名称を設

定の上、記載してください。 

    3 4「訓練実施施設名」「所在地」には、実際に職業訓練を行う施設の名称及び

所在地を記載してください。 

    4 5「訓練実施機関番号」には、過去に認定職業訓練を行った際、独立行政法人

高齢・障害・求職者雇用支援機構から交付された番号を記載してください。 

     なお、初めて申請を行う際には「初回」と記載してください。 

    5 6「法人番号」には、国税庁から法人番号指定通知書にて通知された法人番号(1

3桁)を記載して下さい。 

    6 ※機構処理欄には、記載しないでください。 
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様
式
第
２
号
（
第
５
条
関
係
）
（
表
面
）

様式第2号(第5条関係)(表面) 

 

 

令和  年  月  日    

 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 理事長 殿 

 

(報告者)                    

フリガナ                     

所在地                      

フリガナ                     

商号又は名称                   

フリガナ                     

代表者役職名・氏名                

 

認定職業訓練に係る就職状況報告書 

 

    職業訓練の実施等による特定求職者の就職の支援に関する法律施行規則第5条の規定により、下記のと

おり認定職業訓練の修了者等の就職状況を報告します。 

 

記 

   1 訓練実施機関番号              

   2 訓練実施施設名                                          

    所 在 地                                          

   3 訓練コース番号               

   4 訓 練 科 名               

   5 修了者等の就職状況 

     (1) 受講者数   計          名 うち修了者                    名 

中途退校者(就職理由)             名  

中途退校者(それ以外)             名  

     (2) 就職者数   計          名 うち雇用保険被保険者               名 

      (雇用保険適用)                雇用保険適用事業主              名 

 

   6 就 職 率 

    雇用保険適用就職率                       ％   (小数点以下は切捨て) 

  
社 会 保 険

労 務 士

記 載 欄 

作 成 年 月 日 ・ 提 出 代 行 者

・ 事 務 代 理 者 の 表 示 
氏 名 電 話 番 号 

  
  

  

    ※機構処理欄 

  施設名：            担当者：          印 

 

報告書受理日： 
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様
式
第
２
号
（
第
５
条
関
係
）
（
裏
面
）

様式第2号(第5条関係)(裏面) 

 

(注 意 事 項) 

    1 報告内容は正しく記載してください。虚偽又は不正の報告を行ったことが判明した場合には、以後の認定

を認めないことや、訓練終了後の奨励金を支払わないこと等、所要の措置を講ずることがあるばかりでなく、

職業訓練の実施等による特定求職者の就職の支援に関する法律の規定により刑罰に処せられることがありま

す。 

    2 1「訓練実施機関番号」には、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構から認定職業訓練を行う機

関に係る番号として交付されたものを記載してください。 

    3 2「訓練実施施設名」「所在地」には、実際に認定職業訓練を行った施設の名称及び所在地を記載してく

ださい。 

    4 3「訓練コース番号」については、認定を受けた際、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構から

個別の訓練に係る番号として交付されたものを記載してください。 

    5 5(1)については、それぞれ以下の数値を記載してください。 

     ・「受講者数」：訓練開始時における受講者数 

     ・「修了者数」：訓練実施機関における修了判定により、修了したものと認められた者の数 

     ・「中途退校者(就職理由)」：就職したこと(自営業者になったことを含む。以下同じ。)を理由として

中途退校した者の数 

     ・「中途退校者(それ以外)」：就職したこと以外の理由により中途退校した者の数 

    6 5(2)については、それぞれ以下の数値を記載してください。 

     ・「就職者数(雇用保険適用)」：認定職業訓練が終了した日の翌日から起算して三月を経過する日までの間に

雇用保険被保険者又は雇用保険適用事業主になった旨を訓練実施機関に対して報告した者の数(訓練終了日

において65歳以上の者を除く) 

     ・「雇用保険被保険者」：雇用保険被保険者として就職した旨を訓練実施機関に対して報告した者の数 

     ・「雇用保険適用事業主」：雇用保険適用事業主となった旨を訓練実施機関に対して報告した者の数 

    7 6「就職率」については、以下の式により算定した値を記載してください。 

 

       

       注1 基礎コースの場合は、実践コース又は公共職業訓練を受講中又は受講決定した者の数を

分母から除きます。 

       注2 訓練終了日において65歳以上の者の数は分母及び分子から除きます。 

 

    8 ※機構処理欄には、記載しないでください。 
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式
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号
（
第
１
７
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）
（
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面
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式
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３
号
（
裏
面
）
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様
式
第
４
号
（
第
１
７
条
関
係
）
（
第
１
面
）

様式第4号(第17条関係)(第1面) 

  

 

 

           就職支援計画書 

写真 

4cm×3cm 

 

 

  

  

  受講者番号 氏名 生年月日 

   年 月 日 

  

住所  〒  ― 管轄公共職業安定所又は管轄地

方運輸局 

訓練実施施設名 訓練実施施設を管轄する公共職

業安定所又は地方運輸局 

訓練科名 

訓練開始日 

令和 年  月  日 

訓練修了日 

令和 年  月  日 

  

 

 

  交付年月日  令和 年 月 日 

 

  公共職業安定所又は

地方運輸局の長名 

  
印 

  

  

  ※職員記入欄   
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様
式
第
４
号
（
第
１
７
条
）
（
第
２
面
）

様式第4号(第17条)(第2面) 

就職に向けた活動計画 

来所日 公共職業安定所又は地方運輸局による計画 あなたの求職活動記録 

 

【第 回】 

 

令和 年 月 日 

令和 年 月 日 

 

～ 

 

令和 年 月 日 

① 公共職業安定所又は地方運輸局での

職業相談 

② セミナーの受講 

 

③ 応募求人の選定(求人情報の検索) 

④ 求人への応募 

⑤ 就職面接会への参加 

⑥ 連続受講する訓練の選定 

⑦ その他 

 

  

公共職業安定所又

は地方運輸局確認

印 公共職業安定所又は地方

運輸局確認欄 

第 回計画 

作成者 

 

作成日 

令和 年 月 日 

公共職業安定所又は地方運輸局追記欄   A B C 

拒否       

欠席       

 

【第 回】 

 

令和 年 月 日 

令和 年 月 日 

 

～ 

 

令和 年 月 日 

① 公共職業安定所又は地方運輸局での

職業相談 

② セミナーの受講 

 

③ 応募求人の選定(求人情報の検索) 

④ 求人への応募 

⑤ 就職面接会への参加 

⑥ 連続受講する訓練の選定 

⑦ その他 

 

  

公共職業安定所又

は地方運輸局確認

印 公共職業安定所又は地方

運輸局確認欄 

第 回計画 

作成者 

 

作成日 

令和 年 月 日 

公共職業安定所又は地方運輸局追記欄   A B C 

拒否       

欠席       

 

【第 回】 

 

令和 年 月 日 

令和 年 月 日 

 

～ 

 

令和 年 月 日 

① 公共職業安定所又は地方運輸局での

職業相談 

② セミナーの受講 

 

③ 応募求人の選定(求人情報の検索) 

④ 求人への応募 

⑤ 就職面接会への参加 

⑥ 連続受講する訓練の選定 

⑦ その他 

 

  

公共職業安定所又

は地方運輸局確認

印 公共職業安定所又は地方

運輸局確認欄 

第 回計画 

作成者 

 

作成日 

令和 年 月 日 

公共職業安定所又は地方運輸局追記欄   A B C 

拒否       

欠席       

注 意 

 1 この計画書は、原則として住所又は居所を管轄する公共職業安定所又は地方運輸局の長に、必ず本人が
提出してください。 

 2 この計画書は、就職支援期間(訓練終了後3ヶ月間)が終了するまで大切に保管してください。 
 3 この計画書を滅失したり、損傷したりしたときは、速やかに原則として住所又は居所を管轄する公共職

業安定所又は地方運輸局の長に申し出て再交付を受けてください。 
 4 「あなたの求職活動記録」欄には、求職活動を行う都度、求職活動日、内容やその結果を記入してくだ

さい(訓練実施機関が行う就職指導を受けた場合についても記入してください。)。なお、公共職業安定所
又は地方運輸局において、職業相談、セミナーの受講、求人情報の検索をしたときや就職面接会に参加し
たときには、必ずこの計画書を公共職業安定所又は地方運輸局に持参し、確認を受けてください。 

 5 就職した場合や退校した場合には、原則として住所又は居所を管轄する公共職業安定所又は地方運輸局
に必ず報告してください。 
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様
式
第
５
号
（
第
２
０
条
関
係
）
（
表
面
）

様式第5号(第20条関係)(表面) 

(日本産業規格B列8)  

様式第5号 

 

第   号  

職業訓練受講給付金返納金等    

滞 納 者 財 産 差 押 証明書    

都道府県 

労働局印 

  

  

  

写 真 

 

 官 職 

 

 氏 名 

 

 生年月日 

 

令和  年  月  日交付  
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様
式
第
５
号
（
第
２
０
条
関
係
）
（
裏
面
）

様式第5号(第20条関係)(裏面) 

 

   この証明書を所持する者は、職業訓練の実施等による特定求職者の就職の

支援に関する法律第8条第3項の規定により、同法の規定による返納金等を滞

納している者の財産の差押えをする権限を有する。 
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様
式
第
６
号
（
第
２
７
条
関
係
）
（
表
面
）

様式第6号(第27条関係)(表面) 

(日本産業規格B列8)  

様式第6号 

第   号   

求 職 者 支 援 検 査 証 明 書 

厚生労働大

臣又は都道

府県労働局

長印 

  

  

  

写 真 

 官 職 

 

 氏 名 

 

 生年月日 

 

令和  年  月  日交付  
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様
式
第
６
号
（
第
２
７
条
関
係
）
（
裏
面
）

様式第6号(第27条関係)(裏面) 

 

   この検査証明書を所持する者は、職業訓練の実施等による特定求職者の就

職の支援に関する法律第16条の規定により、認定職業訓練を行う者等の事務

所に立ち入り、関係者に対して質問し、又は帳簿書類(その作成又は保存に代

えて電磁的記録(電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識する

ことができない方式で作られる記録であって、電子計算機による情報処理の

用に供されるものをいう。)の作成又は保存がされている場合における当該電

磁的記録を含む。)の検査をすることができる。 
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様
式
第
７
号
（
第
２
７
条
関
係
）
（
表
面
）

様式第7号(第27条関係)(表面) 

(日本産業規格B列8)  

様式第7号 

第   号   

 

求 職 者 支 援 検 査 証 明 書 

独立行政法

人高齢・障

害・求職者

雇用支援機

構理事長印 

  

    

写 真 

 職 名 

 

 氏 名 

 

 生年月日 

 

令和  年  月  日交付  
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様
式
第
７
号
（
第
２
７
条
関
係
）
（
裏
面
）

様式第7号(第27条関係)(裏面) 

 

   この検査証明書を所持する者は、職業訓練の実施等による特定求職者の就

職の支援に関する法律第16条の規定により、認定職業訓練を行う者等の事務

所に立ち入り、関係者に対して質問し、又は帳簿書類(その作成又は保存に代

えて電磁的記録(電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識する

ことができない方式で作られる記録であって、電子計算機による情報処理の

用に供されるものをいう。)の作成又は保存がされている場合における当該電

磁的記録を含む。)の検査をすることができる。 
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様
式
第
８
号
（
第
２
８
条
関
係
）

様式第8号(第28条関係) 

 

求職者支援 
検査 

質問 
結果通知書 

 

対象者の氏名(法人に

あっては、名称及び代表

者の氏名) 

  

対象者の住所(法人に

あっては、主たる事務所

の所在地) 

  

訓 練 実 施 機 関 番 号   

認定職業訓練が行われる

施設の所在地 

  

訓 練 コ ー ス 番 号   

訓 練 科 名   

実 施 年 月 日   

実 施 結 果   

備 考   

 

上記により、 
検査 

質問 
の結果を通知します。 

令和  年  月  日 

 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長   印 

 

厚生労働大臣    殿 

 

(注意) 

 1 用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 
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